


心 の 糧

十二使徒評議員

リチ ャー ド Ｌ．エバ ンズ

い人々，実に全ての入々に申しあげる。救いと卓越 と昇栄に近道はない。平若

和 を得 ， 自 らを：尊ぶ こと に おい て も同様 で あ る。

あ な た が誰 れ で あ ろ うと， ど こ に住 ん で い よ う と も， 人生 を無 駄 に して は な らな

い♂ 人 生 こそ あ な た の持 て る全 て な の で あ る。 ．

研究 し， 学 び， 備 え を な し， 律 法 を 守 り敬 い， か く して 自 らを救 い な さい。 「怠

惰 な るを止 め よ。 不 潔 な る を止 め よ 。・一」（教 義 と聖 約 ８８：１２４）誠 命 を 守 りな さい。

す な わ ち 資 格 を 得， 目的 を達 成 す る た め に働 き， 良 心 に恥 じない 生 活 を しな さい。

現 世は 怠 惰 と失望 の時 で は な い。 今 こそ学 ん で これ を 修 め， 行 な って 進 歩 を 計 り

能 力 と資 質 を 益 々 の ば す 時 で あ る。 この人 生 はか くも短 く， 永 え の世 は限 りな い 。

老 い も若 き も， 熱 心 な 人 も我慢 の な い人 も， 疲 れ は て た人 も， 道 を失 っ た と思 う人

も， 信 仰 を 守 り， 奉 仕 ， 労働 成長 ， 悔 改 め， 克 服 を し続 け な さ い。 神 の聖 な る ご

計 画 と目的 で あ る保 障 の もとに 勇 気 と慰 め を得 な さい。

為 す べ き こ とを し始 め る に決 して遅 過 ぎは しな い。 神 は， 我 々 に守 れ な い要 求 や

命 令 を決 して 下 して は お られ な い。
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今 日 の 表 紙

今 月 は偉 大 な予 言 者 ， 軍 人 で あ っ

た モ ル モ ンが 表 紙 で す 。 これ は， 聖

な る ニー フ ァイ人 の 記 録 を記 して い

る絵 の 一部 分 で ， 全 体 の絵 は イ ンプ

ル ー ブ メ ン ト ・エ ラ誌 １９６８年 ４月 号

の １２ペ ー ジに の って い ます 。

モ ル モ ン経 に 名前 を 名付 け られ た

この 予 言 者 に つ い て ， 七 十人 最 高 評

議 員 会 の マ リオ ン Ｄ． ハ ン クス長 老

が 本 誌 ３８ペー ジで 語 って い ま す。

絵 は， コ ネ チ カ ッ ト州 東 ノー ウ ォ

ー ク に住 む ア メ リカの 有 名 な 画 家 ，

トム ・ロベ ル に よ る もの で す。 ロベ

ル氏 は１９６７年 に依 頼 さ れて 今 年 の 二

月 に この絵 を完 成 しま した。

ロベ ル氏 の作 品 は他 に， リー ダー

ズ ・ダ イ ジ ェス ト， ア メ リカ ン， 作

家 ， 家 庭 の 友 ， マ コー ル ズ ， 婦 人 ホ

ー ム ジ ャー ナ ル 誌 な ど，数 多 い雑 誌

にの つて い ます 。 彼 は ニ ュー ヨー ク

市 画 家 協 会 か ら金 メ ダル を 贈 られ ま

した。
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大 管長 デ ビ ド ０．マ ッケ イ

真 に価値 あ る もの
（この マ ッケイ大管長の メ ッセー ジは，今年 ４月の第 １３８回

年次総大会の閉会 にあた り述べ られた もので ある）

は，教会員ならびにあらゆる人々が福音 と自らの霊の成
私

長について，より深 く考え，滅び去って しまう事どもに

時を費すことな く人生の真に価値ある事柄に，より多 くの時

間をとるように切に願 うものである。

私は， この大会において， この世の様々な誘惑に立向 うた

めに与えられた数 々の教えに心より同意するものである。

もしも，教会員がこれらの提案を受け入れるならば，それ

だけでその人 々を丘の上の 「光」，すなわち隠れることなき

「世の光」とするに十分であろう。

時折， このような教えを 「ささいなこと」であると思いが

ちであるが，実はそれこそ， この人生で最 も大切な事柄なの

である。

もしも我々が， このような助言により多 くの注意を払い，

教義 と聖約中にあるような近代の啓示をさらに深 く研究 した

なら， この神 潅時代に確立された偉大な御業に対する感謝 の

念がますます強 くなるにちがいない。

教会はこの世で最 も大切なものであるとよく言われるが，

正にその通りである。我々は，個人の生活や家庭生活，ひい

ては社会生活に，教会の教えがいかによく適合するかを悟 っ

てそのことに注意を払い，科学的発見や人の行末とい う立場

から，それを研究すればするほど，イエス ・キリス トの福音

を知 る特権をお授けになった神の思 し召 しにますます喜ぶの

である。

我 々が今 日必要 としているものは，単に心に思 うことでは

〈予言者の言葉〉

なく，我々を行動へ と駆 り立てる生けるキ リス トへの信仰…

すなわち人生に目的，心に勇気を吹きこむ信仰なのである。

我々は 「応用の福音」，すなわち敵の注意と尊敬をもひき

おこす気高い行いによって説かれる福音を必要 としている。

偉大なる教師， この世で最も偉大なる人イエスをただ信 じて

いるだけでは，世の悪と戦 うには不十分であることがよ く知

られてきた。

明らかに，世界が必要 としているのはあ らゆる人のうちで

最 も偉大なる 「ガリラヤ」の人をただ受け入れること以上の

ものである。我々を とりまく現状の光の中では特にそうであ

る。

実に欠 くことのできないものは，イエスを神より遺わされ

たお方，主であり救い主であると信ずる信仰なのである。

それは，使徒ペテロが 「あなたこそ，生ける神の子キ リス

トです」 （マタイ１６：１６）と宣べた時にあ らわしたと同様の

信仰である。

教会員は研究 と信仰と祈 りによって真理を知り， 「徳高 き

こと，好ましきこと，よき聞えあることあるいは褒むべきこ

と」を全てたずね求めるように奨められている。 （信仰箇条

第１３条）

学校や教会は，全ての人の幸せに必要な，変 ることなき確

かな基いが，人生に存在する，という事実を広めるべきであ

る。両親と教会の役員は，若人がその人生の形成期を通じて

正 しい調和がもてるように，生命 と救いの原則をシオンの若

人 と世界に，さらに熱心に勤勉に教えなければならない。

聖なる神権を持つ方々に思い起 してほしいのは，神より与

えられた非常に簡単ではあるが，力強 く現わされた，神権の

管理に関する啓示を再び学ぶことである。

如何なる権力も勢力も，神権によりて維持する能わず，

または維持すべきものにあらず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と

温情 と偽 らざる愛 とによる。

また，親切 と浄き知識すなわち偽善にあらず好智にあら

ず してその人を甚だ大いな らしむるものによる。

（教ｉ義と聖約１２１：４１～４３）

これは神権定員会を治あるだけでな く，我々の家庭にも，

また実に社会のあらゆる団体にもかかわるすばらしい訓戒で

ある。 ． １レ

兄弟姉妹，皆 さまは，福音が我々の錨であり，それが何を

意味するかを知 っておられる。、もしそれに従って生活 し，福

音を，神権を，家族をそして隣人を讃えるなら，より幸せを

感ずるようになり，実際にイエス ・キリス トの福音を説 くこ

とになるであろう。同胞に福音を伝える責任 と義務は我々に

与えられているのである。何か特別な機会が訪れるまで，イ

エス ・キリス トの福音を宣べ ることを控える人があるが，毎

日，そのよきおとずれを宣べ る責任が我々に委ねられている

のである。我々は，家庭生活，仕事，社会活動，政治の場に

おいて，我々に託 された世の人々に 「よきおとずれ」を伝え

２９



る責任を果すべ く，人々と交わるありとあらゆる所で，行い

によって伝道するのである。

思いと口を慎 しもうではないか。家庭や都市や国家を立派

に築 きあげる最良の方法の一つは，つねにそれ らを，ほめた

たえることである。いつで も言葉を抑え られるよ うに しよう

ではないか。

すべての教会幹部，役員のために支持の祈 りをして くれる

献身的で，忠実な教会員の上に神の祝福があらんことを。お

わか りと思 うが，皆さま方のその祈 りが確かに聞きとどけら

・れていると申 しあげたい。 ．

思いや り深い天父の霊感と加護が確かにあることを，皆 さ

まと全世界の入々に証 しするものであるδ

天父は，遠 くにおりたもうと考えている人 もあるが，かた

時も離れることな く，教会の近 くにおり給 うことを，私はよ

く知っている。天父は思いやり深いお方であり，その子供た

ちの福祉を心にかけいつでも喜んでその祈 りを聞き，答え給

うのである。時々賢明な親が子供の願いを聞き入れないよう

に，主は祈 りに答えられないことがあるかも知れないが，当

事者に最 も必要な時にはいつでも喜んで答え給 うのである。

全世界の７８の伝道部にある我が教会の宣教師を神が祝福さ

れんことを。彼 らは福音に対 して強い証詞と豊かな信仰を持

っ左すばらしい青年男女であり，主とその教会のす ぐれた代

表者である。

我々は彼 らを誇 りに思い，進んで立派な奉仕をなさる我が

教会の伝道部長各位と宣教師諸君に，またこれら宣教師を支

援される両親その他の方々に深 く謝意を表するものである。

戦火により死傷者を出された家庭の痛苦を思うにつけ，我

々はその心痛 と悲 しみを言い表わす言葉 もない。

人類の自由と生まれなが らの権利のためにすべてを捧げる

あ らゆる若人と共に， 我々はつねに祈 りを捧 げるも ので あ

る。私は，彼らが神に対 して信仰厚 く，従順セあり遠い道の

りを旅 して教会の集いに臨むことを，つぶさに伺い感謝に満

たされている。

戦いの試練 と苦難 と恐怖に耐えている彼 らにとって，膿い

主キリス トの保証は何んと意味深いことであろうか。それは

ホームシックと落胆 した心をなぐさめ，清い生活をして，奉

仕に適 しいものとなろうとする決意をより固 くし，義務を遂

行する勇気を与え，病み傷ついた時に希望に目覚めさせ るの

である。また万一彼 らが避けがたいことが らに直面する時に

キリス トが死後よみがえった如 くに彼 らもまた生きるという

おだやかな確信に満たされるであろう。これ ら若人に神の祝

福 とみ守 りがあらんことを。

神の王国を築き上げるべ く，時間と財産を捧げている地区

代表者，ステ～キ部長，監督とすべての役員のみなさまに神

の祝福があらんことを。

家庭において両親のみなさまに祝福があり，子供たちにけ

がれなき心身を得させる知恵と理解 とを求められんことを。

両親がなすべき最大の務めは宗教的な躾を し，子供の人格

を高めることである。

神がみなさまとあらゆる人々と共に在 り，我々が主に心を

向け，人生の霊的なより価値あるものをさらに多 く求めんこ

とを。天父なる神は我々の望むところを知 り，我４が主を求

め，その道を学びさえすれば我々を助け給 うであろう。

みなさまが家庭 に帰 られた時に私の祈 る祝福が共にあり，

我々すべてが，霊を高め，健全な信仰をふるいたたせ るよう

な家庭，学校，教会，社会を築 き上げる責任をひき受ける時

に神が助 け給うよう，イエス ・キリス トの御名により祈 り奉

る。 アーメン。

圃ヘノ㍉口＿ノー ．一 ～’㍉旧闘ノ》㌔一一ハ《一 》（一

祖 ．父 の 遺 産 ・

祖 父 が亡 くな っ た時 ， 遺 産 のお 金 はわ ず か で ．した。 お 金 が役 立 った こ とは もち ろ ん です が ， そ れが どん な た め に な っ たか を

は っ き りと お ぼ えて い ませ ん 。私 はそ のお 金 が 貯金 に 加 え られ て， 必 要 な時 に使 わ れ た とい う こ と しか知 りませ ん 。

しか し， 机 の中 に あ っ た私 あ て の 手紙 か ら得 た こ とは忘 れ る こ とが で き ま茸 ん。 祖 父 が骨 お って 記 した 手紙 の中 に は，彼 の

生 き方 が書 かれ て あ りま した 。私 はそ の手 紙 か ら生 涯 の 暖 か い導 きを得 た の で す。

そ こに は次 の よ うな言 葉 が 記 され て い ま した。

教 会 が あ な た に して くれ る こ とは ， あな た が教 会 に対 して行 な って い る こ と と同 じだ け の量 な のだ 。

ク リスチ ャ ン は， あな た に と って最 良 の時 は いつ で したか と問 われ る時 に， 「明 日で す」 と答 え る もの だ。 あ な た は誰 れ が

に讃 美 歌 を わ たす 時 ， そ れ を 失 礼 な行 ない とす る こ と もで き るが， そ の時 の少 しの親 切 に よ って ， 人 を キ リス トへ招 くきよ ら

か な行 な い とす る こ と もで き る。

教 会 で働 く時 ， こ の こ とを忘 れ て は い け な い。 よ い集 会 とい う もの は， す べ て の人 が 大切 に され て ， 一 人 占 め に す る人 もい

な くみ ん なが 参 加 して ， 誰 が リー ドして も大丈 夫 な集 会 な の だ。

教 会 にキ リス トを 招 くの に最 もよ い 方法 は， あ な た が キ リス トと共 にい る こ と だ。

パ ウ ロ は 「こ の事 実 を わ れ 知 る」 と言 った。 多 くの ク リス チ ャ ンは， キ リス ト教 の中 の 一 つ の こ とに 固執 しな が ら自分 を賢

明 だ と考 えて い る。 日曜 学校 で教 え， 集 会 を司 会 し， 献 金 を 集 め る一 そ の よ うな 「事 実」 に満 足 して い る。 だが パ ウ ロの言

っ た 「こ の事 実 」 と は， 一 つ の 町 に す む大 勢 の人 々 に さ ま ざ ま な生 活 が あ る よ うに，複 雑 な もの だ。 演 説 ，、静 か な会 話 ， 祈 り

歌 ， 手 紙 討 論 ，旅 行， 組 織 つ な が り， 侮 り， 非 難 ， 讃 美 … … 。 あな た も知 って い るよ うに， この事 実 は人 々が 無 精 に なん

で もか んで も引 きあ い に 出 して よ い安 全 な テ キ ス トで は な い。 義 務 を ひ き のば す こ とは， そ れ を行 な う力 を な くす こと だ。

一 エ ベ リ ン ・ウ ィ ッタ ー一
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農皿 督 ビ ク タ ー Ｌ’．ブ ラ ウ ン

＿ の歴史的に有名なタバナクルの中には世界の様々な所
一

からこられた方々が座っています。その一人一人は他の

人々と違 った責任をもっています。私達はほとんど毎週末そ

れぞれのステーキ部の監督達と会う機会があります。そして

今 日一般大会で監督達に会 うことができます。私達は彼等に

深い愛 と尊敬の念を禁 じえません。そして彼等が為している

素晴 しい働きに感謝 しております。

以前，私が監督に召された時，私はほとんどその責任につ

いて知っていませんでした。私がそうでした様に教会の他の

会員達も多分監督の責任がどんなものであるか知 らされてい

ないだろうと思います。監督 （以下支部長は監督に準 じて考

えて ください）は教会の全ての会員にとって重要な人であり

またそうあるべきなのです。 もし監督が私達にとって大切で

あるなら，私達 も監督にとって大切であるにちがいありませ

ん。監督を会員達 ともっと親密にさせることよ りも，会員が

自分達の監督にもっと親 しくなる様に助けることが出来 るよ

うにと祈っています。

監督を理解するためには彼の責任のいくつかを知 らなけれ

ばなりません。それは沢山あ りますが時間が限られているた

め，その内の２， ３についてのみ話 しましょう。まず初めに

監督のこの世的な二つの責任，すなわち貧困や金銭的なこと

の世話があ ります。

時々私達は教会が行なっている福祉計画についての話を聞

きます。監督は福祉計画を実施するのにおもな役割をはたし

ます。監督のみが助けを必要 としている人にどの様に助けを

与えるかを決定 し， どの程度助ける必要があるかにういて扶

助協会会長の助けを借 りるのです。

監督は愛 と親切と理解の精神をもってその仕事をします。

大切な目的の一つは，その人々の自尊心と体面をこわさない

ようにすることです。監督はこの福祉計画を行なうのにはっ

きりした原則を持っています。

第一の原則は教会の会員である私達が自己をたのみ，独立

することです。私達は本当に困難な時に備えて一年分，必要

なものを貯えるように教えられています。 もし 「突然に起 こ

る大 きな」事故や病気のために助けが必要になった時，私達

は自分の家族の世話をするべきであり，それが出来ない時に

始めて監督に頼るのです。

個人的に注意深 く調査 した後に監督は教会が助けを与える

べきかどうかを決定 します。援助が必要であると決定 された

ら，それは生活の必需品のみに限られて，彼が立ちなおって

家族の世話をするζとが出来 るようになるまでそれがなされ

ます。監督は私達のず さんなやり方のために起 こって くる財

政困難を援助する必要はないのです。

監督が助けを与えて， もし彼にできるならばその援助の代

りとして奉仕するように望まれています。それは施 し物とし

ないことによって自：尊心をきずつけないようにす る た め で

す。たしかに，多 くの場合，施 し物を与えるのは簡単な方法

であるか もしれません。 しか し監督は時 として施 し物は罪悪

と同 じになると知っていますし，私達を弱 くせずにこの計画

．によって私達に祝福を与えたいと望んでいます。

この福祉計画には，断食献金，福祉事業， ワー ド部予算や

監督の倉庫などが含まれています。私達は教会の会員 として

監督やワード部の福祉委員会の様々な呼びかけに協力 しなく

てはなりません。 この計画は限られてはいますが （ステーキ

部のある所）全世界で実施 されています。どこにあっても私

達はきめられた標準で監督を助けな くてはな りません。

さて，監督はワー ド部の問題を処理するにあたって，その

ワー ド部の会員達が財政的援助を必要 としているかどうかに

注意を払わなければな りません。

監督のもつ大きな問題は，教会堂を維持 したりワー ド部予

算②資金です。私運はワー ド部の会員 として監督の財政的な

要請に応 じることによって本当に良い助けを差 しのべること

が出来ます。もし私達が什分の一や断食献金を正 しく納める

なら，主は天の窓を開いて受けとることが出来ない程沢山の

祝福を与えるであろうと言われました。

監督は集められた全ての資金は神聖なものであり，自由意

志によって捧げられたものであることを知っています。私達

は財政的な問題について監督を喜んで支持することによって

重荷を軽 くする助けが出来ます。

さてこれまで，私達は物質的なことばかり話 してきました

が，監督の霊的な責任のい くつかについて考えてみま しょう。

主か らの啓示によって，監督は祭司定員会の会長でありま
リ ド ブ

す。監督と副監督はワー ド部におけるアロン神権の会長会を

構成 します。監督は少年少女達に関係するあらゆる事柄の隅

の基石なのです。副監督や，ホームティーチャー，アロン神

権主事，系図ア ドバイサー，補助組織の役員，教師達か ら助

けを受けますが，監督は全てのことについての要 石 な の で

す。

若い人々に私は次のように申し上げたいと思います。一

監督は私達の天父の霊感によって貴方達の霊的な助け手 とし

て召されている人であります。彼は主によって皆 さんの公平

な裁判官として指示されているのです。監督は見抜 く力 と理
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解する力とい う特別な祝福をもっています。私達は罪を告白

するために彼を訪れるべきです。 もし私達が完全に悔い改め

をしたいなら必ずそ うしなければなりません。監督は自分が

裁判官であることは主の祝福によることを知っています。 も

し監督が正 しくない裁判官であるなら，聖句にあるとおりに

批難 されます。 「曰く，神権の権能は天の能力と固 く結びつ

きて離 るべからざるものにして，天の能力は正義の原則によ

りてのみ支配 し運用 し得 るものなりと。 この権能のわれに与

えらるる事 もあらんは真実なり。 され どもし己が罪を蔽いか

ぶさんとし，われらの高慢，空 しき野望を充たさん と企て，

または幾分にても正しからざることによりて人の子 らを支配

し統御 し，強制せんとする時は，見よ諸天は退 き去 り，主の

『みたま」悲 しむ。主の 「みたま』退 き去 らば，神権または

その入の権威は終 りなり。」（教義と聖約 １２１：３６～３７）

監督はどんな罪をも叱責 しますが同時に罪人に対 して偉大

な理解 と寛大さを持っています。監督は人生の多 くの問題を

知っていますし，特に人々が人生の困難な問題で悩む時に手

をさしのべたいと願っています。助けて もらいたいと思 う時

に，監督はいろいろな方法で貴方を助けることが出来ます。

貴方が監督に話すことは，神より命 じられた絶対の義務とし

て誰にも話されない様に保たれます。監督の賢明な助けによ

る祝福をどうぞ求めて下さい。監督に何んでも話 してごらん

なさい。急が しいか らといって助けて くれないことは決 して

ありません。

いままで監督の責任について説明 しま したが，まだほかに

大切な霊的責任があります。監督はワー ド部の霊的面の父親

であ り管理大祭司でもあります。この責任は私達皆んなをあ

まね くおおってゆきわたります。

監督には沢山の助け手があります。それはホーム ・ティー

チャーです。 ホーム ・ティーチャーは神権をもっている人々

の責任です。この責任が忠実になされたら監督の背おう大き

な重荷を軽 くすることが出来るでしょう。 ホームティーチャ

ーは監督にとって本当の助け手であ ります。 ホームテ ィーチ

ャーは家族 と一番つき合いがあります。一人の監督は最も貴

い讃辞を述べています。彼はある家族が病気の時に真先に自

分達のホームティーチャーを呼んだと語 りま した。マッケイ

大管長ももしホームティーチャーが自分達の義務をはたして

いた ら，家族が亡 くなった時には真先 きに監督ではなくホー

ムティーチャーが招かれるでしょうと述べています。 ホーム

ティーチャーは一人一人自分の責任を理解 し監督の助 け手 と

して自分の義務を遂行するように手伝いま しょう。

監督はワー ド部の父親 として他に沢山助け手を持っていま

す。 ワー ド部の責任者や教師それぞれが監督を助けます し，

ワー ド部の会員 として私達は監督か らの呼びかけに答える責

任があ ります。監督は私達が個々の責任をはたす様に期待 し

ていますし私達全ての助けを必要 としています。その助けに

よって主の業を押 し進めることが出来 るばかりでなく，私達

一人一人は他のどんなものか らも得 られない幸福な気持に満
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たされるで しょう。なぜなら父なる神の治 ６に私達の愛をし

めすわけですか ら。聖典に 「ごらん，私がこれらのことを言

うのは，お前たちに知識を与えるたあであって，またお前た

ちが同胞のために務めるのは，ただお前たちの神のたあに務

めるのであること悟 らせるためである」 （モーサヤ２１：１７）

と述べられているとおりです。

私達が今まで話 して きたこの監督は一体だれで しょうか。

その人は隣 り人であるかもしれません。また貴方の親友の息

子さんかもしれませんし，貴方が憶えているように，ほんの

数年前まで日曜学校の貴方のクラスでさわがしいためにクラ

スか ら追い出されて， もうその部屋に戻 らないようにと思っ

た人であるか もしれません。

監督はほとんどの場合夫であ り，父親であ り一家の大黒柱

なのです。そして貴方や私 のもっているような同 じ問題に直

面 しています し，人間的なもろさや弱点 もあ ります。また好

みや嫌いなことも，またいくらか特異な個性を持っているか

もしれません。そうなのです。彼 も人間なのです。 しか し，

特別な祝福 と特別な召しをいただいている故に特別な人なの

です。主は 「さて監督は非難のない人で，ひとりの妻の夫で

あり，自らを制 し，慎 しみ深 く，礼儀ｉＥしく，旅人を もてな

し，よく教えることが出来，酒を好まず，乱暴でなく，寛容

であって，人と争わず，金に淡泊で自分の家をよく治め，謹

厳であって，子供たちを従順な者に育てている人でなければ

ならない。自分の家を治めることも心得ていない人が，どう

して神の教会を預かることができようか，彼はまた信者にな

って間もないものであってはならない。そうであると，高慢

になって悪魔 と同じ審判を受けるかもしれない」 （１テモテ

３：２－ ６） と語 られています。

この人，すなわち貴方の監督はその責任を自分で志願した

のではあ りませんでした。おそらく恐れにふるえていたにち

がいありません。しかし主が期待しておられるように自分自

身を完全にしたいとい う信仰と希望をもってその召しを受け

たに違いありません。

愛する妻や子供達 も，彼がほとんどの時間を家庭から離れ

ていても不平を言わず，食事中や朝の三時頃に電話のベルが

なる時にも不きげんな顔をしないで，普通なら当然夫や父親

がするべき責任をも自分たちが喜んではたすことによって彼

と共にその責任に貢献 しているのです。

主の最良の祝福が，この素晴 しい忠実な監督や妻や子供達

の上にそそがれ るでしょう。そして私達はそのワー ド部の会

員 として彼 らが若すぎると思えたり，自分で選んだのではな

いと考えたりしてもその指導に従 うで しょう。主は私達を管

理するよう召された僕を支持することによって私達を祝福し

たもうでしょう。私はこの教会がまさしくイエス ・キリス ト

の教会であ り，この教会の監督が，私達を管理する人々に霊

感を与えたもう天父によって召された人々であることをイエ

ス ・キリス トの御名によって証 しいたします。 アーメン。
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た しは何 をもって主 のみ前 に行 き，高 き神を拝すべ きか。 …

わ
（ミカ６ ：６）

主 の山に登 るべ き者 はだれか。 その聖所 に立つべ き者はだれか…

（詩篇２４：３）

これは予 言者，詩 人，そ して神 の道 を熱心 に求め る人 々によって

何度 も何度 も熱烈に くり返 された質 問である。 そ して ，その答 は単

純でな く，いろいろな具 合に表 わす ことができる。 その質 問に答 え

る人 は各 々自分 自身の答え方が正 しい ことを証明するために聖典 の

一節を見つ けることがで きる。 その答 が どのよ うな ものであろ うと

基本的な質問 はあ らゆ る入 々に残 されてい る。一 わた しは何 をも

って主 のみ前 に行 くべ きか。何を もって宗教生 活は成 り立 っている

の「か。

宗教生活の範囲

自分 が宗教 的で あると老 えて いる人 はみな この基礎的な信念 と感

覚 を もって いる。 その人 は自分の確信 と生 き方のゆえ に宗 教的なの

であ る。 自分達 の宗教 を生活 の中に実践 して いる人 々の典型的なや

り方 ， 自分達 が宗教 的で あると自認す る人 々の もつ考え方や生活の

様式 を探 るのは興味 のあることで ある。

人々が 自分達 の宗教 を実践す る方法 は少な くとも ５つあ る。私達

の生 活の特微 はいずれも これ ら５つ の方法の組合せで明 らか に識別

で きる。すべてが明 らかになるまではどんな評価 も試 みることな し

にそれ らを ここに述 べてみよ う。

（１）人は 自分が真実であ ると思 うある信念 を抱 くな らば宗教的で あ

る。た とえば，末 日聖徒 は福音 の回復 や信仰箇条 を信 じ，生 きた予

言者 の生活 に対す る神の導 きと，彼 の教 えの中に明瞭 に示 されてい

るその他の原則な どを信 じてい る。信仰 こそは宗教生活 の柱石 なの

で ある。

（２）人 は自分の宗教生活 とその信仰 している知 識 とを同一 の もの と

認 める傾向 にあ る。伝道地においては，人は聖典 を学 び，教義 を研

究 しているがゆえに自分 は宗教的であ ると感 じる。原 則を知 る こと

はその人が宗教的であ ることを確かめ るのに役 立つ。

（３）第 ３の方法 は教会 に加入す ることであ る。末 日聖 徒に とって こ

れは容易 に実行で きることで あり，また豊かな報いがあ るものであ

る。 主を礼拝 し，同胞 に奉仕 し，福音の賜を分け与え，私 達が イエ

ス ・キ リス ト教 会 として知 って いる組織の手段を通 して平和 と心 と

意志 と熱情 を もって神 の王 国を築 き上 げる方法は無数にあ る。

（４）宗教的であるための第 ４の明瞭 な方法 は神一 父な る神，御子

聖 霊一 と交わ りを もつ ことである。私達 は これ を霊的な面 と呼び

たい。人は神に対 して感 謝，謙 遜，畏 れ，尊敬，讃美，信頼，愛 な

どの感情を抱 くとき，その程度 に応 じて宗教 的で ある。 これ らの感

情 は詩篇 の中 に描かれてい る。

… …主 はわた しの命の とりでだ。 わた しはだれをお じ恐 れよ う。

（言寺篇２７：１）

主 はわた しの牧者で あってわた しには乏 しい ことがない。 （詩篇
、

２３ ： １）

わた しはあなたのほかに，だれを天 に もち得 よ う。地 にはあなた

のほかに慕 うものはない。 わが身 とわが心 とは衰 える。 しか し神 は

とこしえにわが心の力，わが嗣業 である。 （詩篇鴨 ：２５，２６）

わた しは どこへ行 って，あなたのみたまを離 れま しょうか。 わた

しは どこへ行 って，あなたのみ前 をのがれま しょうか。 わた しが天

にのぼ って も，あなたはそ こにお られます。 わた しが陰府 に床 を設

けて も，あなたはそ こにお られます。 わた しがあけぼのの翼 をか っ

て海 のはて に住んで も，あ なたのみ手はその所でわた しを導 き，あ

なたの右のみ手はわた しを ささえ られます。 （詩篇１３９：７－ １０）

㈲宗教の第五の側面は その人 と他の人 々との関係の中にあ らわ さ

れて．いる。 ユダヤ人の ク リスチャンの信仰においては，人か ら人へ

正義 と慈悲を行な うことによ って 自分の宗教を実践 してい る。

だか ら，何事で も人 々か らして ほしい と望む ことは，人 々にもそ

のとお りにせ よ。 （マタイ ７ ：１２）

父 なる神 のみまえに清 く汚れ のない信心 とは，困 ってい る孤児や

や もめを見舞ｉい，自 らは世 の汚れ に染 まず に，身を清 く保つ ことに

ほかな らない。。 （ヤ コブの手紙 １ ：２７）

… 自分 を愛 するよ うにあなたの隣 り人 を愛せ よ。（マタイ２２：３９）

評価された宗教生活

宗教 的であるための これ ら五つ の方法 はいず れも正 しい。宗教的

な人は人生 に動機 と方 向を与える信念 を もっている。 これ らの信念

を研究 する ことは意識 を高 め，意 味を深 める。教 会の生活 において

は，信者は教えや，福音 の賜 と祝福を受け，彼 の同胞 を強 くするの

であ る。 そ して確 かに神へ の信頼 と隣人へ の思 いや りは自己の宗教

を実践す るための基本的な方法であ る。

宗教生活の大要 の中において，宗教 的であ るための最後 の ２つ の

方法 に重 きが置かれてい る。た とえば，十戒 においては じめの四つ

の戒め は神 と人間の関係 についてであ り，あ との六つは人 と人の関

係 についてであ る。 「わた しは何を もって主 のみ前 に行 くべ きか」

とい う質 問に対す る ミカ自身の答 えは重ねて こう強調 してい る。

人 よ，．彼 はさきによい事 のなんであ るかをあなたに告げ られた。

主 のあなたに求 め られ ることは， ただ公義を おこない，いつ くしみ

を愛 し，へ りくだ って あな たの神 と共 に歩む ことではないか。 （ミ

カ ６ ：８） ． １㌃

さらに同 じよ うな意味 において，

「先生 ，律法 の中で，どのいま しめが いちばん大切 なのですか 」

とい う質問に対 して イエスは 次のよ うに 答 え られた。 「「心 をつ く

し，精神をつ くし，思いをつ くして，主 なるあなたの神 を愛せ よ」

これがい ちばん大切な，第 一のいま しめである。第二 も これと同様

であ る， ｒ自分を愛す るよ うにあなたの隣 り人 を愛せ よ。」 こ れ ら

の二つのいま しめ に，律 法全体 と預言 者 とが，かか っている」 （マ

タイ２２：３６～４０）

これ らの ことばか ら，単に信 じることや宗教的知識 や教 会生活 に

加 わること自体 には， さ した 喬値 うちがあ るわけでない ことがわか

る。人生 を有意義 なもの にす るには，神 と人を愛す る人 となるよ う
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に他人を導かねばな らない。 ヤ コブは これ を知 って いた。

あなたは，神はただひ とりである と信 じて いるのか。 それ は結構

であ る。悪 霊 どもで さえ，信 じておののいて いる。

そ してパ ウロは愛 のない知識 の限界 を知 って いた。

た といまた，わた しに予言 をす る力が あり， あらゆ る奥義 とあ ら

ゆる知識 とに通 じて いて も，また，山を移す ほどの強い信仰があ っ

て も， も．し愛 がなければ，わた しは無 に等 しい。……わた した ちは

今 は，鏡 に映 して見 るよ うにおぼ ろげ に見てい る。 しか しその時に

は，顔 と顔 とを合わせて，見 るで あろう。 わた しの知 るところは，

念 は一部分 にす ぎな い。……いつまで も存続す るものは，．信仰 と希

望 と愛 と， この三つであ る。 この うちで最 も大いなる ものは，愛 で

ある。 （１コ リン ト１３：２，１２，１３）

予言的な宗教はその創始者 への啓示 を もって始 ま り，それ は彼 を

同胞の利益 とな るような行動へ駆 りたて る。 モーゼは，燃 える柴 の

前 に立 ち，彼が聖な る地に立 っていて神 がイス ラエル人 の苦悩 を見

て彼を呼び孝 もうた ととを知 った。 イエスは荒野 で４０日間を過 ご し ．

誘惑 と闘い，御父に強め られなが ら∫ しかもなお 「良 いことを しよ

うと努力 した もうた。」使徒パ ウロは キ リス トと 出会い， 自分の心

と行ないを ク．リスチ ャンの方へ 向け変 えた。 ジ ョセブ ・ス ミスは父

なる神 と御子 に会い，それ か ら続 い℃福音 の回復が起 り，その福音

は 「人 の不死 不滅 と永遠 の生命」 をもた らす ことを大い に強調 して

いる。

宗教 は人聞 のことを考慮 して予言者を動かす神か らの啓示 を もっ

て始まる。宗教 が組織化 され た団体 にな って くると，は じめに神か

ら受 けた メ ッセー ジは人問の好奇心 によ ってあいまいな ものに させ

られる。神 と人間 にかんす る本来の ことが ら，組織に関する事柄 ，

儀式，習慣，外見上の成果，地位の もつ役 割な どにおける大 きな利

害関係 ととって替え られ る傾向 にあ る。 この ことはアモ ス ， ホ セ

ア， ミカ， イザ ヤ， エレ ミヤの書 の中に力強 くかつ詩 的に描 かれて

い る。 彼 らの時代にはエホバの選 びたも うた人 々は示 された場所で

示 された時に宗教の形 式的な儀式 をすべ て実行 していた と同時 に貧

しい者 を くつ一足のために売 り，目方や量 をごまか し，小麦 に くず

ものをまぜ，や もめやみな し子 を しいたげ，裁 き人 にまいな いを贈

り，鉢 を もって酒 を飲 み，い とも尊 い油 を身 にぬ り， イスラエル人 ，

の同胞 である ヨセ ブの破滅 を悲 しまないよ うな行 ないを さかん にし

ていたのである。 （アモス ６ ：６参照）

同胞 に対す る道義上 の責任 を無視 して背 きなが ら，形 式化 された

宗教 を通 して神 に讃美 と栄光 を帰す ることの浅 はか さ，空 しさ，偽

善 につ いて， イスラエルの予言者達のよ うに力強 く説いた者はいな

い。 アモスはエホバ の言葉 を宣言 してい る 。

「わた しはあなたがたの祭を憎み，かつ卑 しめる。 わた しはまた，

あ なたが たの聖会を喜ばない。

た といあな．たがたは幡 祭や素 祭をささげて も，．わた しはこれ を受

けいれない。 あなたが たρ肥 えた獣の酬恩祭 はわた しは これを顧 み

ない。

あなたがたの歌 の騒が しい音 をわた しの前か ら断て。あなたがた

の琴の音は，わた しは これを聞かない。

公道 を水 のよ うに，正義 をつ きない川のよ うに流れ させよ。 」

（アモス ５ ：２１－２４）

これは予言者 のメ ッセー ジで あり，交響曲の主題のよ うにいつ も

くりかえされた教 えで ある。神 は本来義な るお方であ り，廉潔であ

われみに富 んだお方で ある。人 は同胞 との関係 において誠実 と慈悲
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を行な うζとな くして このよ うな方 に こころよ く仕 えることはで き

ない。

ミカ，あるいはイエスの教 えの中において も，神は他の人 々を 自

分 と全 く同 じよ うにあつか ってお られ る。 「神の手 にな る御業」を ‘

ほめたたえる ことな しに神 を讃美す る方法 は全 くない。 この基本的

な教 えは何度 も聖典 を通 じて もた らされてい．る。それを示 してみよ

う。一 ア ミュ レクは人 々が必要 なことを願い求 めて祈 るよ う勧め

て，次のよ うに結 んで いる。

「…… これで満足だ と思 って はい けない。た とえ これ らの ことをみ

な行 って も， もしも貧 しい者や着 る物のない者 の願いを ことわ り，

病んでい る者，あ るいは悩 んでい る者を見 舞わず，持物 があ りなが

らその幾分を貧 しい者 に施 さないな らば，あなたたちの祈 りは空 し

くな ってその効果はな く，またあなたたちは神 の言葉 を否定す る偽

善者の ようにな るであろ う。」（アルマ４３：２８参照）

ヨハ ネは同 じ気持を もって書 いた 「ｒ光 の中にいる』 と い いなが

ら，その兄弟 を憎む者は，今 なお，やみの中にいるので ある。」 （１

ヨハ ネ ２ ：９）

今 日 へ の 応 用
』般的 な原則 を語 って

，古 い時代 を描写す ることは容易であ る。

どれを適用す るにもひど く妨害 された り，排除 された りした人はい

なかった。ｒしか し， これ らの聖書 にもとずいた訓戒が今 日の言葉 に

翻訳 され ると防御 と，紛争が ひきお こされ るのである。誰 かが言ザ

た。「（抽象的 に）すべての人を愛す るのはいた って簡単だ。我 々が

特定の人 に限 るときに困難が伴な うのだ 。」

２０世紀 においては，社会は次第に複雑にな ってきている。議論 は

簡単で も明瞭で もない。私達 は これを認 める。以前 の時代 のきまり

でや ってい くことはで きず，またただ単 に乞 食に与え貧 しい者 に着

物を着せ るとい うわけに もいかない。．社 会の多 くの問題 は単純 な，

個人対個人の関係 を基礎 ．とす るよ うなものとはちが った方向へ向か

ってい るにちがいない。 しか しなが ら，基礎 的な哲学，多 くの時代

を通 して教 え られた基本 的な要 点は依然 と して正 しいので ある。神

に仕えるためには，人 はその同胞 に もまた仕 えな ければな らない。

私達 はそ うす るための勧告 につ いてでな くて その方法について議論

するのである。

それゆ えに， どんな意味で も個人を裁 くことを欲 しない。私達 は

「主 の山に登 る」 ことを望んで いるすべての人の社会的責任のい く

つ かを示唆 して この章 を結ぶ。一 古代の イスラエル人 にはで きて

も一 私達 は住居や教会堂の中でひそかに宗教に生 きることはでき

ず，市場，学校，ハ イウェイや間道 において他人の生活 に対 す る私

達 のふ るまいの影響を無視す ることもできない。

現代の生活は冷酷で非人間的にな る傾 向がある。人 間は親 しい仲

間 の枠外 にあって は；人間同士の 目的のための手段 ，人 間に利益 を

与 えるための単な る機能にす ぎな くな る。 それ らの人 々は失業者 ，

その年 に交通事故で死んだ人々，大学に出席 してい る人 々，あるい

は更 に教会でバプ テスマを受けた人々についての統 計表 にのるにす．

ぎない。 願わ くば私達 が非人 聞的な現代にい くつかの領域 を思 い起

す ことがで きるように。

誠実さ．と公正な取引

大会社 ，スーパーマーケ ッ ト，高速道路 にあるサー ビスステー シ

ョン，行 政機関 との大 きな契 約などに代表 される非人間的 なビジネ



ス ・リレー ションの現代 には，個人 に対 して不誠実，不親 切に させ

よ うとす る誘惑 が増加 しつつ ある。人々は知 らない人をだま して公

共 の機 関か ら利益 を得 ようとす るが，隣人か ら盗 もうとは決 して考

えない。速度計 の読 みは転売す るため に変 えられ，所得税の書類 は

不完全で ，商品 は値 をつ り上 げて，特別 に見切売 りのために運 ばれ

る。荷物 は車 に積め るだけ積んで運搬 され ることもあ る。教 師は生

徒 を，弁護士 は依頼人 を，医者は患者の ことを考え る前に 自分 自身

の利益 を目あてに仕事 を したがる。

私達 はみな道徳的及 び宗教的原則 にさとくな って，仕 事や専 門的

活動 において もそれ に厳格 に従わなければな らない。 二重 の生活 を

す る ことは簡単であ る。一 一つは個人的な関係においてであ り，

も う一つ は仕事 においてであ る。

大 きな共同社会における困難
豊富な活動内容 とそれを職 業 としない指 導者 か ら成 る教会 は，活

発 な会員の余暇を必要 とす る。 この こと自体 は良 いことで ある。人

は他の どこで神 と人に奉仕 す ることができるで あろ うか。 しか しな

が ら，私達は大 きな社 会の メンバーで もあ り，共 同社会， 国，及び

世界の住民で もあ る。 末 日聖徒 は 自分達 の教会 におけると同様 にこ

の大 きな社会における住民 として の責任 を果た さなけれ ば な ら な

い。

その時の社 会的政 治的問題 につ いて研究 し討論 し，また市民生活

において も活発に活動 する必要が ある。現代の町 においては，多 く

の社会的奉仕機 関一 た とえば，家庭奉仕，精神衛生施設，社会奉

仕 審議 会などはみな市民一般大衆の活発な支持が必要であ る。 成人

の末 日聖徒 はみな，健康上 のまた は個人的事情 によ る例外を除いて

は， 自分 の教 会に対す ると同様 にその属す る社会に対 して も立派な

奉仕 をすべ きである。

人 間 の 権 利

今 日の世界や作家の評論の中 に見 られ る，共産主義に関す ること ｒ

よ りもさ らに大 きな問題は，すべての民族，文化，社会 に属す る人

々の人 間 としての価値 と尊厳をよ く認識す る必要があ るとい うこと

である。

人間 は経済的 ，政治的，宗教的，人種的，またはその他の理 由に

よっで その同胞 を支配 し侮辱 して きた とい う長い恥ずべ き歴史を も

っている。

宗教 と人間性 の名 において， このよ うな行為は終 りに しなければ

な らな い。人 々は互い に他 より優れた才能や多 くの財産 ，その他ま

さった ところを もってい るが， しか し人間 としての優劣 があ るわけ

で はな い。私達 はみな 同じ地球に住む同 じ創造者の子供であ る。 神

はどの人 も同 じように愛 して おられ る。私 達が少な く愛 して良いで

あろうか。すべての人間は食物，着物，住 居，愛 ， 自尊 心，創 造的

な 自己表現を同 じよ うに必要 としてい る。

モル モン経 に記 されてい る

「あなたたちは 自分の兄弟を 自分 自身 のよ うに思 え。 ……神 の 目に

は この人 もあの人 も同 じよ うに大切 である。」 （ヤ コブ ２ ：１７，２１）

「……主は人間の中でためになる ことを為 したまい。 ……万人 が主

の御許へ来て主 のめ ぐみにあずかるよ うに招 きた もうて いる。 それ

であるか ら，主 の御許へ くる者 は黒人 と白人 ，奴隷 と自由人 ，男 と

女 の区別な く誰 を拒 みたも うこともない。 また主 は異教徒 さえもか

え りみた もうか ら神 の，御前 にはユダヤ人 も異邦人 もみ な平等で あ

る。」 （皿ニー ファイ２６＝３３）

人 間は社 会的存在で ある。兄弟愛 は福音 と生活の最 も基本的な律

法 である。他 のどんな ものを持 とうとも， キ リス トの福音 と教会 に

おいてどんな地位 にあろうとも，も し愛がな ければ， 「何の役 にも

立 たない。」「これ によ り∫汝等 は私の使徒 で あり，汝 等互に愛 すべ

き ことを知 るべ し。」私達が キ リス ト・イエス を通 して神 の愛 に私

達 自身 を委ね るとき，人 々の間 に愛 と正義を学びかつ実行 する こと

を最：も深 く老慮 しなければな らない。

人 口 の 激 増
１９６８年 に， 予 言 者 が 十 二使 徒 や七 十 人 や そ の他 多 くの長 老や 姉 妹 を 全 世 界 に 伝 道 す るた め に送 り出 す時 は， ３２．５億 の人 々 が

お り， それ は１８世紀 前半 に最 初 の組 織 が で き た とき の１８倍 の数 で あ る。 モ ーゼ が エ ジ プ ト人 の奴 隷 か らイ ス ラエル の子 らを導

い た時 全 世 界 には た った２，５００万 の 人 が い た に す ぎな い と見 られ て い る。 そ して キ リス トが 生 まれ た 時 は ２．５億 で， 十 字 軍 が 遠

征 し， ね ロ シ ブス が 大西 洋 を横 断 し， ピル グ リム フ ァザ ース が や って きた と きは ５億 で あ っ て， ６世 紀 の間 は戦 争 や ペ ヌ トや

飢 謹 な ど に よ って 自然 増 加 分 が相 殺 されて 人 口 は ほ とん ど同 じ状 態 を 続 け た。

１８３０年 に 教 会 が組 織 され た時 地 球 上 に は１０億 の人 々が お り， そ の １００年 後 ， 私 達 が １００年 祭 を祝 っ た とき に は また １０億 増 加 じ

それ か ら更 に３１年 後 に は ま た１０億 増 加 した と見 積 られ て い る。 そ して 更 に １４年 す ぎれ ば も う１０億 増 加 す る か も しれ ない 。 あ な

た 方 の ほ とん どが生 きて い る 間 に地 球 上 の人 口 は７０億 に な るは ず で あ る。 そ して， それ か ら １世 紀 の間 に， ４２０ない し ４５０億

の 入 々が地 球上 に い る こ とに な る か も しれ な い。 そ れ で私 達 は入 口 の激 増 に よ って な くな って しま う前 に仕 事 にか か らな けれ

ば な らない 。

私 達 は落 胆 して は い な い。 なぜ な らば， 私 達 の割 合 は い つ もよ くな りつ つ あ るか らで あ る。 １８３０年 ４月 ６日 に は， １億 ６，６００万

の 人 に対 して一 人 の末 日聖 徒 が い た。 １８４０年 に は ３５，０００人 に 一人 ，１９２０年 に は３，４００人 に一 人 ， １９５５年 に は１，８００人 に一 人 ， そ

して今 日で は世 界 の お よ そ １，５００人 の うち一 人 が 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 で あ る。 私 達 は 多 勢 に な りつ つ あ る。

も 一 ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ール 長 老ｒ
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聖 圭』日 の 文 化
ロ バ ー ト エ マ シ ュー ズ

・・ス チユワー ド’ロバー トソンは著書 「フア掴 一サ『ク

ル」の中で聖書について述べている。

「聖書はいつでも，一番よく売れる本であり，また誰でも良

く知っているようではあるが，その実，誇 りの仮面を脱いで

みると，何 も聖書を知らないことに気がついて，謙遜になら

ざるを得ない。聖書はもっとも高価であり，一番安価な本で

もある。図書館や博物館に大切に保存 されてあるかと思えば

各家庭に信頼をこめておかれている。明らかに，それは最 も

神秘的な本でもあるのだ」

聖書の呼名はいろいろあって， 「書」（ＴｈｅＢｏｏｋ） 「良き

書」（ＴｈｅＧｏｏｄＢｏｏｋ）「書の書」（ＴｈｅＢｏｏｋ ｏｆＢｏｏｋ）な

どと呼ばれている。

人類に及ぼした聖書の影響ははか りしれない程であるが，

世界中， ことに西洋に与えたその影響は，幾分なりとも理解

されるのである。霊的とか，文化とい うことは，抽象的な面

があるので，はっきりと評価 しがたい。聖書は数千年もの間

諸大陸の人々の考えや行動に大いに影響 したという結論 くら

いが可能なところであろう。 この影響は言語，文学，芸術，

音楽，法律，組織体，慣習，表現形式，あるいは娯楽の面に

さえ明 らかになっている。すなわち，社会全体に及んでいる

のである。

末臼聖徒 イエス ・キ リス ト教会のワー ドティーチング ・メ

ジセージの１９６１年 ３月号には次のように書いてある。

『聖書が人間に与えた影響には，いかなる本 も及ばない。何

百 という国語に訳され，あらゆる国で配布 されている。

聖書は人間の心のもっとも高いあこがれを満たし，神の存

在を確かにする……。

キリス ト教，現代社会，そ して西欧文明の骨組の基礎は実

に聖書である。

しかし，その影響をもっとも強 く受けたのは人間自身であ

った。教養 と洗練の最高の理念はこの聖書に発する。最高の

画家や音楽家たちは，聖書を題材として，す ぐれた作品を生

みだした。聖書はどんな本にもまさって人々をより高い善へ

と導いてきた。聖書の明らかな教えに従 うために，気高い人

々は道の限りを極め，生活を律 したのであった。

「聖書の言葉は望みの本質である。読む人の心に信仰を うち

３６

たて，絶望に うちひしがれた時 も，喜びのさなかも，必ず，

人の心に平安を与えるのである。」

聖書に根 ざす三つの宗教がある。ユダヤ教，キリス ト教，

回教である。必ず しも聖書のみにかぎるとい うことではなく，

はなれているかも知れないが，その教義や儀式，行事の面で

聖書の影響力は大きい。

注目すべきことは，聖書を生んだ民は， これ しか人類の文

化に寄与するものがなかったということである。ギリシャ人

は，哲学，絵画，彫刻，そして，言語を多 く後世に伝え，ロ

ーマ人は，法律，政治，行政，絵画，彫刻，音楽，言語の面

において世を益 したのであるが，イスラエルは， これ らすべ

てにおいて現代に強く影響している聖書を生んだものの，そ

の美術，彫刻，音楽，言語，文学のいずれにおいて も，聖書

が書かれた当時は見るべきものに乏しかったのである。 とは

いえ，これはイスラエルの価値を低 くするものではなく，か

えって，その使命を明確にし，その精神の源を明らかにして

いるのである。

他民族が，音楽，ゴ美術，文学などの芸術によって神の真理

を具体的に表現する方法を発達させて行 ったのであるが，そ

の火を最初にともしたのは，聖書を書 きしるした，選ばれた

僕に神が与え給 うた霊感と精神である。神の啓示はイスラエ

ルの源であり，かつ，人類の生活にその使命を植えつけたも

のであった。（皿ニーファイ ２９：４）

イスラエル世界での使命は霊的なものであり，イスラエル

の予言者や使徒たちは霊的な器であった。異邦人諸民族は霊

的なおとずれを絵画彫刻などの具体的な形に表現したが，イ

スラエルがそのような表現型式を避けてむ しろ社会科学や音

楽，文学などへの傾向を示 しているのは，あそらく偶像の製

作や礼拝を禁 じる律法の故であったのであろう。

聖書の最大の影響は人間の霊においてである。そこでは，

神の霊が人の霊に語 り給い，そこから文化的な面が生まれて

きたのであった。とはいえ，人間の霊性は全 くはかりがたい

ものであって，ただ行動という外的な面に表われてはじめて

とらえられるものである。従って聖書がどの程度，人の態度

や生活を変えたかは，にわかには判断しがたい。幾人の心が

聖書の言葉にひそかに想いをめ ぐらしては，変えられ，なぐ



的 霊 的 影 響

さめ られ ， そ して 幸 せ に な った か ， どん な この世 の本 に も記

し得 な い か らで あ る。

芸 術 作 品 に対 す る聖 書 の影 響 につ い て ， ヘ ン リー ・バ ンダ

イ クは次 の よ うに言 っ て い る。

も し聖 書 に基 づ く思 想 ， 情 緒 ， 想 像 か ら生 れ た 全芸 術 作 品

を消 し去 る こ とが 可 能 だ と した ら， 例 え ば ， ドナ テ ロの ダ ビ

デ， ミケ ラ ンジ ェ ロの モ ー セの 如 き彫 刻 ， ラ フ ァエ ル の聖 母

像 や ミユ リη の聖 家 族 の よ うな絵 画 ， バ ッハ の 受 難 曲 や ヘ ン

デル の救 世主 な どの音 楽 ， ダ ン テ の神 曲 や ミル トンの 失楽 園

とい う詩 な ど全 て を取 り去 って しま うな らば ， 世 界 は 何 と貧

しい もの とな って しま う こ とで あ ろ うか 。 これ に ，無 限 の聖

騨 曲 カ ン ター タ， 絵 画 ，、彫 刻 ， 霊 歌 ， 讃 美歌 ，聖 歌，な ど の，

価 値 が い つ ま で も変 らな い芸 術 作 品 が み な 加 わ るの で あ る。

聖 書 中 の人 物 や事 件 は あ らゆ る本 に直 接 ， あ るい は 間接 に

表 わ れ て くる。 地 理 ， 歴 史 ， 政 治 ， 自然 科学 な どに 関連 の あ

る こ とが聖 書 に書 かれ て い る こ とは よ く研究 され て い る。

新 聞， そ の他 ， 宗 教 に関 係 の ない 刊 行 物 も劇的 効 果 を ね ら

う と き， 聖書 の表 現 を用 い る こ とが あ る。

文学 と同 じ く， 映 画 界 に も聖 書 の影 響 が み られ る。 多 くの

会社 が学 校 や セ ミナ リー （一 種 の宗 教 学 校 ） な どで使 用 で き

る映 画 を製 作 す る と共 に， 多 数 の娯 楽 用 の映 画 が聖 書 の 中 か

ら主 題 や 題 名 を と って い る。

た とえ ば， 「偉 大 な生 涯 の物 語 」 「十 戒 」 「聖 書」 「十 字

架 の し る し」 「キ ング オ ブ キ ング ズ」 「クオ バ デ ィス」 「ダ

ビ デ とべ テ シエ バ」 「ル ツ物語 」 「サ ム ソ ン と デ リラ」 「聖 衣 」

「サ ロ メ」 「バ ラバ」 そ の他 特 に聖 書 を 描 く目的 を持 た な い

もの も多 数 あ る。

聖 書 は ま た， 日常 話 に も強 い影 響 を与 え， 聖 書 か ら出 た言

葉 を い た る と ころ で耳 にす る。 それ は聖 書 が も っ と親 しま れ

た 昔 の 一 時期 に， この言 葉 の多 くが 用 い られ る よ うに な り，

今 日 に到 った もの で あ ろ う。 しか し， 出 典 が 判 らず に そ の意

味 も失 わ れ て しま い， 今 日， 特 に深 い意 味 も語 源 も判 らぬ ま

ま， 日常 用 い る人 が 多 くな っ た の で あ ろ う。

そ の上 ，聖 書 か ら出 た と思 わ れ るが ， 直 接 の引 用 で は な い

言 葉 も 日常 多 く用 い られ て い る。 例 え ば 「悪 人 に は 平 安 な

く」 は， イザ ヤ書４８：２２の 「悪 し き もの に は平 安 あ る こ と な

く」が源であろうし， 「小鳥は告げぬ」 という詩は，伝道の

書１０：２０の 「そらの鳥…そのことを布るべければなり」から

出たものであろうか。

聖書に基づ く姓名は無数で，あまりにも知られているので

特に例を挙げることは不要であろう。昔，ある時代に聖書の

中の名をつける事を守る一群の人々がおり，息子にアブラハ

ムでなく異邦人の名である 「クロード」 という名 前 を つ け

た男を，カル ビンが投獄 したとさえ伝えられている。

現在の法制は幾分 ローマ的構成ではあるが，精神はヘブラ

イ的である。英米の法律の多 くはモーセの律法に基づいてい

る。法廷で証人は聖書に手をおいて，真実をのべる宣誓をし

公共の職務に就任する際 も，多 く聖書に手をおいて宣誓する

ならわしがある。

普通の会社で もよく， 「聖書によって誓 う」 とか 「聖書に

かけて」などということをよく聞 く。 （訳者注 ：以上の事は

英語国民の場合で，日本語にはこのよ うな表現はない）

コロンブスは，新大陸に関すると思われる聖書の語句を集

めて， 「予言の書」をつ くったと言われており，米大陸諸島

への四度目の航海のために，１５０１年 ９月１３日これ を 完 成 し

た。彼はフェルディナン ド王とイガブラ女王の助力を乞う時

幾度 も自分の探検に関係あると信 じたこれらの聖句を聖書か

ら引用 したのであった。彼には，特にイザ ヤ書が役立った。

彼 自身の書いたものや話によると，新大陸の発見は神に召さ

れた使命と信 じていた事が明 らかであり，故に心から真面目

に聖書の予言を用いたのであった。

清教徒 らが新大陸へ来たのは，聖書にしたがって，自分た

ちの信念のままに神を礼拝する望みの故でもあった。 、ン

以上みてきたように，聖書は幾世紀にもわたって，宗教上

であると否 とを問わず，各地の人々の心に多大の文化的影響

を与えてきた。それは吾人の知る以上に強い影響を与える貴

重な宝であり，民族の遺産で もある。幾千年も，何百万人 も

の霊的な必要を助け，末永 く存続 し，ひろく用いられる聖書

の事実は，ま ことに神か ら出たものであり，その中心人物，

イエス ・キリス トが，まさに全地の神にま しますことを，証

しするものである。

３７
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つてある人が ライ麦の網の目のようになった根や毛根か

の長 さを計ったところ３８７マイル もあることを見つけ

ました。比較的単純なライ麦がそのように広範囲にひろがっ

た根をもっているのは興味深いことです。

単純な植物であるにもかかわ らず， ライ麦は強さの源であ

る根をしっかりと地につけています。こうい う質問が出てき

ます。私達の子供達は人生の霊的真価にどれだけしっかりと

根 ざしているでしょうか。子供達が今日の世の中の嵐に対抗

できるように私達は子供達に霊的な 「根」を準備してきたで

しょうか。 もし両親が子供達を助けないなら，子供達はけっ

してその霊的な強さを養えないでしょう。

建設的なものであってもなくても，両親から与えられる影

響のように生き生きと決定的に青年の人生に影響をあたえる

ものは他にありません。実に子供はその家庭や両親の鏡なの

です。マハ トマ ・ガンジーは 「私の人生は私のメッセージそ

のものです」といいま した。この言葉は両親にとってもまだ

真理であります。両親の喜びや，問題 目標，信仰，哲学，

全てが子供に影響するのでず。Ｄ ・Ｌ ・ロウはこのことにつ

いて次のように表わ しています。

「もし子供がいつも批判をするなら，そうすることを教わ

っているのです」

「もし子供が敵意をもって生活 していたら，争 うことを教

わって成長 したのです」

「もし子供がおどおどと振舞 うなら，懸念することを教わ

っているのです」

「もし子供が残念な気持をもって生活 しているなら，自分

自身後悔するように教わっています」

「もし子供があざ笑って生活するなら，ひやかすことを教

わっているのです」

４０

「もし子供がねたみをもって生活しているなら，欠点ばか

りを感 じるように教わっているに違いありません」

「もし子供が寛容な生活をするなら，忍耐することを教わ

っているのです」

「もし子供が勇気をもって生活 しているなら， 自信をもつ

ことを教わっているのです」

「もし子供が （神を）讃美する生活をしているなら，感謝

することを教わっています」 ‘

「もし子供が喜んで生活しているなら，自分で喜びを見い

出すことを教わっています」

「もし子供がよく認識 して生活 しているなら，目標をもつ

ように教わっているに違いありません」

「もし子供が正直に生活 しているなら，何が正 しいかを教

わっているのです」

「もし子供が安心して生活 しているなら， 自分 と他人 も信

頼するように教わっています」

「もし子供が友情あふれる生活をしているなら，この世界

が生活するのに愛すべき場所であることを教わっている

のです」

「もし子供が喜んで受け入れる生活を しているなら，愛す

ることを学んでいます」

両親達は将来の子供の人 となりを大部分形づ くります。子

供達が青年期になり独立できるようになった時，両親からそ

れらの教えをよく教えられたか，なおざりにされていたか，

その家庭のしつけを鏡に写すようにはっきりと映 し出すこと

を両親は知ることでしょう。私達が注意を向けなければなら

ないのはアロン神権の若い兄弟達，Ｍ ＩＡ の若い姉妹達で

す。生気あふれる年頃，多 くのたいへんな問題を抱えこんで

いる年頃，人生の進むべき道を決意 しなければならない年頃



いかなる成功も家庭の失敗を償 うことは出来ない

多 くの誘惑のあるこの年頃の人たちなのです。．

両親が息子や娘に特別の関心をいだいているとい う事を理

解する必要があるのはこれ らの年代です。そ してこの年頃の

青年は自分達はもう独立できるのだと主張しだしますが，ま

だよい訓練や具体的な規則や教育を一人一人必要としていま

す。 これ らの具体的な規則は個々の成長に必要であって， も

っと力を入れる必要があります。 このことはある公共機関紙

の欄に出された次のよ うな手紙によって示されます。 「私は

１７才の女の子です。 うちの人達は私がなにをしようと，注意

を払って くれません。親がいないのと同じです。いつ，誰れ

，と，どこに行こうと気にしないのです。いままで何 も尋ねら

れたことがあ りません……。」十代の人たちはみんな従ってい

く規則を必要と感 じています。誰れかが本当に心配 している

のだとい うことを感 じたいのです。

若い人々は自分達の従っていく道を示 して くれるよう両親

に望んでいます。主は両親の期待と同じ期待をお持ちになっ

てい らっしゃいます。 このことについての主のお考えはイス

ラエルの祭司であった昔のエリになさったことによって説明

できるでしょう。エリは強情な息子達を正しく導 くことに失

敗しました。そのために主か ら強い諮責を受けたのでした。

・・「その時主はサムエルに言われた 『見よ，わたしはイスラエ

ルのうちに一つの事をする。それを聞 くものはみな，耳が二

つとも鳴るであろう。その日には，わたしがかつて，エリの

家について話 したことをはじめから終りまでことごとく，エ

リに行なうであろう。わたしはエ リに彼が知っている悪事の

ゆえに，その家を永久に罰することを告げる。その子 らが神

をけが しているのに，彼がそれをとめなかったからである。

それゆえ，わたしは，エ リの家に誓 う。エ リの家の悪は犠牲

や供え物をもっぞして も永久にあがなわれないであろう」

（サムエル上 ３：１１～１４）

世界各国の人々は家庭における指導やしつけが欠けている

たさ６に，悩んでいます。最近アメリカの国立犯罪委員会は大

統領に青年が犯す罪の動機のほとんどは明らかに親の罪であ

ると報告しました。 この委員会の報告は次のように述べ られ

ています。 「子供達が触れる大部分の社会団体，例えば，学

校，教会，公共機関や青年組織のプログラムや活動は，子供

達が自分の家庭で人生に対処する基本的な態度と道徳的な標

準を学んでいると仮定 して，行われています……。

貧 しい人々の間でも裕福な人々の間で も，町や都市や近郊

のいたるところで見 られる現象は，親の，特 に父親の子供達

に対する権威が徐々に弱まっていることです。」

青年達の罪を減少させて，道徳的な強さと高い理想をもっ

て青年時代をうち建てる方法は，国家の助成 によって行われ

るプログラムよりもむ しろ一人一人の親が親 としての一番大

切な役割を果すことです。主のみ教えに従い家庭に戻 って大

切な役割を果さなくてはならない両親があります。予言者デ

ビド・０ ・マッケイ大管長は 「いかなる成功 も家庭の失敗を

償 うことは出来ない」と語 られています。 この言葉は引用す

るよりも信 じて実行する必要があります。両親が最 も良い家
ロ ドピ

庭をつ くるために， 「家庭の夕べゴは良い道具です。啓示に

よるこの計画なしではその家庭は将来に開けている進歩を充

分にとげることができません。両親が子供達を教え導 く責任

はアダムの時代か ら私達に与えられています。予言者は昔の

イスラエルの人々に次のよ うに助言を与えています。

「これを子供達に教え，家１と座 している時も，道を歩 く時 も

寝る時 も，起 きる時も，それについて語 り」 （申命１１＝１９）

これは新 しいことではないかもしれません。 しかし現代に

とってはさらに必要な助言なのです。
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扶 助協会 ……

す ば ら し い 発 見

リ ン ダ ラ ッ ド

がはじめて，扶 助協会に出席 したのは，一年ほど前のことでした。それは活譲な教会員で私の友私

人であったお隣 りの人の勧めによるものでした。私は教会の婦人とは 「合わない」し，扶助協会

を病人や困っている人のために果物をカゴにつめるだけの会としか考えてお りませんでした。 この言葉

から，私が教会員ではなかったことがおわかりでしょう。今 もまだバプテスマを受けておりませんが，

もうす ぐ受けたいと思います。

私は扶助協会に始めて出席 して，次のことに気づきま した。つまり姉妹たちは本当の友だち，仲間とし

て結ばれており， もっと大切なことはその精神は天父か ら与えられたものであるということです。

そうしているうちに，私はその集会にいつも出席するようになりま した。すると，私 の生活に不思議

なことが起ってきま した。前にはついぞ考えたこともないようなことに，思いをめぐらし始 め た の で

す。私はもともと家事にはほとんど関心がありませんでした。料理をした り，縫物をしたり，特に家の

中をきれいにするのが嫌いでした。夫がおいしい料理やきれいな家を好むということも別に気になりま

せんでした。私は生れつき，そのようなことが肌にあわず，夫 も仕方がないとあきらめておりました。

しかし，扶助協会のレッスンや実例を学んでいるうちに，思いがけないほどの変化が私に起ったので

す。

ある日，一人の姉妹が５０セントで買った古いコー トを作 りなおしているのをみま した。既製服が出ま

わっている今の時代にそんなことをするなんて，と始めは思っておりました。 しか し家に帰って，集会

で見たりきいたりしたことを考えているうちに，私 も縫 ってみようかしらと思いついたのです。 さっそ

く材料を買って，復活祭のために赤 ちゃんの着物やコー トを作 りました。私で も自分のこの手で何か役

に立つ ものが作れるのだとわかったときの感激は， とて も口にはあらわせるものではありません。今ま

で自分にこのような誇りを感 じたことはありませんし，夫にそのコー トをみせたときに彼の目に浮かん

だ驚きと感嘆を決 して忘れることはないでしょう。

また別の集会で，家で作る食物の貯蔵や罐詰について話 し合いました。驚いたことにそこでは，近代

的できちんとした服装の教養のある婦人たちが古 くさい罐詰について語 っているのです。はじめそんな

ことは私にむいていないと思っておりま したが，その話を聞けば聞くほど， 自分の計画で食物の貯蔵を

やってみたくなりました。このとき罐詰は作 りませんで したが，４０本のビン詰ジャムを作 り，それが不

思議なことにちゃんとできたのです。来年はほんとうに罐詰を作って，家事の才能を磨きたいと思いま

す。

残念なが ら，まだ家をきれいにするのが好きではありませんが，このむずか しくてつ らい仕事をやり

遂げて，自分の家に誇 りを持つようになろうと努力 しております。なぜな ら，自分の家に誇 りをもてば

もつほど，夫が私のことをかなり誇 りに思っていることがわかったか らです。扶助協会のおかげで， こ

のようなことができて生活 も豊かになりました。毎週そこに行き，女性が女性らしくなるたあに，母親

が母親 らしくなるために，妻が妻 らしくなるために学び毎日の生活にそれを応用 しているのを見ている

と， このようなすば らしい計画に参加できたことを深 く天父に感謝せずにはおられません。

神のみこころのままに，その計画の一端をになうには，最初に扶助協会の活動から始めたいと思って

お ります。福音や教会の活動を学んだために，私の生活はたいへん豊かなものとなりました。そして扶

助協会の姉妹たちとの生活で学ぶ理解 と忍耐は家庭生活にも反映 します。道は遠 く，学ぶこともたくさ

んありますが， このすばらしい教会と組織に参加しなが らそれを始めたいと思っております。

４２



　

一

詩 渉 鍔 く ぺ 箕 鍔 G 瞬 咋 》 。 ホ θ α 伴 磁 界 〈

燕 詠 べ 》 猷 伴 d " " 麟 竃 d ひ 叫 詩 勢 竃 猷 ρ ノ

冒 ワ ① ･ C 噂 つ 。 L 凡 弓 噺 1 "卿 ウ 舜 曉 脚 嚇

C 持 。 酌 き 興 び ◎ 醤 ･ ぺ つ " 臼 伴 d C 捧 。

鳶 箕 曽 哉 唱 刈 卜 瓦 前 聾 猷 肪 き 磁 汁 〉 き 煉 C

ペ ワ 詩 ㊦ d φ 田 θ " 麟 M 。 て 歳 .Y 7 盛 び o ぺ

訪 く O ひ G d C 詩 Q 小 C ぺ ､ 唱 ー Y 前 残 肪

き ぴ 汁 叫 脚 薦 o 詩 θ d M 贈 ㌶ 叫 津 猷 ･ ペ ツ ･

び ･ 陛 ぐ ノ o 轟 ぐ ノ 前 サ C 誘 d 脚 ㊥ % " 竃 》 詰

｣ 詩 臼 鈷 磁 ㊦ 残 叫 前 ぺ O 瀧 ぐ ノ 磁 C 詩 誉 ソ ･ 詩

θ 場 叫 。 齪 陣 θ 猷 伴 凡 ー 隔 - 郷 曽 へ q 刈 卜

瓦 前 弗 肪 き θ 詩 群 創 び ､ て 山 冥 d ー 聾 き G

･ 翼 舜 詠 磁 サ 卿 嚇 C 詩 。 鳶 舜 前 韓 所 き 胃

〃 遡 餅 θ 細 " 伴 つ ψ 滝 ワ 盛 サ C ^ ひ ① ぐ ノ 嚇

C 詩 。 舜 鴎 舜 呼 凡 - 隔 - 碑 訓 誘 滝 ヲ 叫 脈 滝

u 詩 サ ① d 叫 。 小 き サ ① り 鳶 ㌶ 小 ㊦ 露 噌 ρ

● ぺ 野 へ 唱 団 卜 瓦 苛 霞 猷 肪 》 θ 伴 臼 ぴ ♪ ひ

吋 o ぺ 諭 脚 嚇 C 詩 。 曽 へ 唱 刈 卜 瓦 前 媒 猷 所

》 箕 鳶 噌 碑 ぺ 朕 ㊦ 》 脂 舜 昏 価 C ヲ 懸 ー 馴 残 ワ

" £ 蛉 籟 諦 熔 譜 ◎ 誉 淘 嚇 C 詩 。

｢ 角 く 前 残 猷 碗 き 誘 識 ぐ ノ 叫 傍 滝 サ 評 謬 膳

き

ひ ･ ぺ 脚 蛛 C 詩 。 ｣ 伴 凡 - 糖 - 管 つ つ 蛛 C

詩 。 ｢ 蟄 ひ 猷 舜 詩 誘 識 ワ 叫 瞭 d 叫 サ ① 前 サ

.
C 磁 昏 ぐ ノ ベ 断 q 断 C 詩 。 飾 猷 咀 C け 誘 鈴 ｣

伴 曽 へ 唱 刈 卜 瓦 前 残 猷 肪 》 ㌶ 叫 ワ 蛛 C 詩
。

. 呪 - 隔 - 邸 油 鑑 ① き 邸 瀧 蝉 職 浅 嚇 C 詩 。

旨 へ 唱 刈 卜 瓦 前 稀 猷 所 き 甲 蟄 調 誘 滝 ぐ ノ 叫 脚

d 叫 誉 ① ｢ 遡 餅 ㊦ 識 ｣ θ 欝 邸 輿 θ 丑 d ー 蝋

% ぐ ノ 欝 d 叫 伴 叫 つ 叫 C 詩 。 小 き サ 呼 碗 i 糖

1 " 晒 O 詩 d 誘 前 曽 き 詩 鄭 ♪ 俸 圧 サ 蝉 叫 C

詩 。 ､ 唱 i Y 前 ㌶ 猷 肪 き 釘 飛 - 灘 ー 揖 鼎 蒔

瞬 C θ λ ベ ワ つ 婚 C 詩 。 ｢ 嚇 詩 瞭 ぺ く 滝 肪

ワ 轟 き 伴 ◎ 揖 猷 G 誘 伴 ゆ 。 ｣

｢ 前 範 猷 瞬 》 誘 滝 ぐ ノ 叫 脚 d 叫 サ 呼 " び o 伸 .

前 ぺ O 滝 つ 誘 C 詩 ワ ㊦ d 叫 。 ｣ 陛 鑑 - 梼 -

誘 叫 ぐ ノ 蛛 C 詩 。 ｢ 銚 》 ぺ や 瞬 C ぐ ノ θ d C 鈴

" 。 前 誉 C 嘩 昏 く 伴 晩 讐 蟄 ㌶ ぐ ノ O ひ ぺ O 涜

ぐ ノ 誘 q O 野 ゆ d 叫 。 舞 G さ ㊥ 晋 π 飛 - 梼 -

冒 ウ 駈 舜 純 マ 歳 冥 7 噌 猷 q 螂 C 鈴 い 。 ｣ 伸
( 一 ① )

､ 唱 - 蟹 前 媒 暁 き 誘 つ ワ 僻 C 汁 。

一 心 C ぺ 艦 i 梼 - 盛 藩 卦 ㊦ ♪ や 符 猷 ぴ 翼 臼

θ 伴 ∩ が ♪ ● き ^ 蘭 艦 叫 C 詩 。 コ 臼 ㊦ 前 ひ

ぴ や " 黛 貢 θ 骨 叫 臼 誘 ぴ 野 窃 吋 凡 r 隔 1 ㊦

伴 C 賎 ひ 冒 O サ o 詩 ρ ㊦ d 叫 。 吋 き d ひ 叫

卿 舜 ひ θ 膳 詠 ① き d 前 伴 G 舜 暁 つ 。 ｣

舞 臼 箕 誼 ひ " 春 d ー 聾 ワ θ 野 ウ d C 詩 。

艦 - 斑 - 算 瞭 つ ぴ θ 算 C 賎 誘 ー 卦 鈷 く 鍔 ･

ペ ワ 劔 》 ㊥ ワ 猷 サ ワ C 界 " 死 ゆ ㊦ 7 " く ､

誘 つ ぴ 鈍 き 嘩 梱 〔 つ O 嚇 C 詩 。 小 き 誉 ① 建 興

､ q ー 冥 前 範 筋 き 伴 つ J C 肝 竃 臼 舜 階 ㊦ 聾

C ぺ 苛 サ C θ サ 葎 ぴ 酬 呂 G 置 仰 蛛 C 詩 Q

艦 i 擬 - 誘 伸 前 G 騰 サ ･ 詩 ① " . 叫 滝 ､ て

ロ . ⊆ ー 計 σ 肪 》 誘 九 Ψ Y 灘 . ㊦ つ 叫 竃 臼 C サ

韓 ぺ つ 蛛 C 詩 。 鳶 簿 詩 ぴ 野 o ぺ " ､ . て 口 . 唱

- 前 α 吸 》 置 猷 サ ぐ ノ C 馬 ◎ 篤 ◎ θ 7 Ψ 〈 ､

譜 》 体 ぺ " 傷 き 鍔 π 詩 〈 肪 き θ 前 サ C 噌 詩

淘 詩 サ 膳 烈 C 幅 C 詩 。

｢ 蝿 ー 擬 - 算 晩 o 伴 口 〉 θ 叫 媒 ① C ワ 前 残

猷 瞬 き 嘩 ひ 6 ペ ワ ㊥ 》 滝 謎 。 ｣ 陛 ､ マ ロ . 唱

- 前 G ぐ ノ 瞬 き 誘 つ ワ 蛛 C 持 。

｢ 小 趣
。 苑 〈 口 〉 伴 ひ 滝 つ 叫 瞭 釘 》 滝 。 q

き 傷 塗 勢 き 舜 臼 》 誘 ① 請 ･ d ワ 帥 き 滝
。

蒐 ぴ M 。 マ 両 Y 7 ひ ① ･ 詩 G 誼 サ C 酬 o 〈

･ ぺ く き 詩 O 叫 ⑳ 臼 伴 舜 》 ぺ 小 き 舜 揖 サ 蛛

琶 鍔 ワ き 滝 脚 。 滝 耳 吋 噂 小 ◎ C ぺ く き 汁 き

薦 。 範 ハ 竃 純 マ 両 冥 7 噌 く き 酬 伴 醐 o 呼 ワ

葎 誼 聾 猷 瞬 蛛 管 M 前 サ C 膳 o 〈 ･ ぺ く き 詩

F 前 サ C θ 赫 聾 断 暁 餅 算 刈 。 て 叱 冥 7 噌 く

き 詩 き 滝 。 ｣ 伴 凡 i 灘 - 卿 胃 脅 置 脅 C 舜 訪

① 琳 ワ 断 C 詩 。

､ マ u . q ー 苛 G つ 佛 》 算 前 銚 サ 管 ワ 詩 〈

鍔 ⑳ 獄 傷 さ ① ワ 蛛 C 詩 。 卵 C ぺ 鳶 興 ｣ 小 θ

俸 苛 O 滝 野 。 ひ ◎ ー 〉 臼 き 誘 ① サ 6 詩 諌 聾

猷 瞬 き 誘 藁 C サ ･ 沖 ① " 蟄 誘 小 き " 【 舜 o ぺ

前 烈 蒔 C , 〔 猷 q 餅 C 野 ゆ Q 舳 θ 申 π 甜 伽 舜

く べ 算 舜 ① 舜 ぐ ノ 計 烈 誘 詩 く 肪 き 猷 ㊥ ㊦ 滝

野 。 脾 猷 ℃ 蟄 ㊦ 小 聾 π 臼 C サ 耳 舜 碗 ぐ ♂ 噂

サ C " 噂 サ C " 猷 劔 伴 臼 い 揖 む … ･ : 。 L

》
O

《
こ

〔

聯 急
･｣
年

H ㊤ ① co 岳 H O 並 ⑫

簡 β ♪
マ

｣

臼 吋 ひ θ 詩 群

駄

､脳 . .

㌧ ψ

噛. r '

4 て ー ･ ↓ ･ 純 G V ､ ㍉ マ 寄

里 弍 1 ぞ 瓦 ･ 細 ※ 滋 i 欝

吋 隊 窃 嚇 陛 吋 部 鐘 ゆ θ 9 》 ◎

舗 - 榔

隔 " 1 ･ 妊 て 冥 瓦 貫 践 唱 ､ × 7 冥 ㊦ 習 ㊦

い ▽ 岳 詩 ぴ θ 丑 d 算 G 悔 き 萱 ー 媒 き θ C 朕 智

噂 ひ ㊦ 滝 俸 拙 詠 ぺ ぐ ノ 叫 C 詩
。

擬 . " ー 置 ㌶ 卵 ◎ 隷 詠 劔 滝 α ㊦ 伴 ･ ぺ ひ 界

つ 醸 旺 笠 口 O 猷 劔 θ d 叫 Q

♪ 興 畑 　 丼 趣 瀧 伴 ワ " α 伴 ケ 津 蝦 誘 猷 ぴ

陛 ぐ ノ ◎ 臼 伴 d 叫 。 小 き 箕 詩 凌 θ 拝 蜘 d 箕 鍔

く ℃ 昏 o ぺ 》 詩 ワ 舜 猷 伴 軸 ･ ぺ ぐ ノ 詩 津 蝦 d

C 詩 。 鳶 算 徳 書 醤 θ 丑 d 算 詩 ① 〈 θ d 叫 D

隔 . い ー 箕 汁 脚 く 鈷 ･ 詩 ① 徳 誉 態 齢 π 舜 ぴ

港 ｣ 9､ 蒔 C , 〔 ワ 詩 θ d " d 晩 ㊥ 滝 蝉 詩 く 瞬 》

㊦ ∩ 伴 曝 愚 爵 C ^ 導 G ･ 暁 ぐ ノ 冒 繭 鑑 C 詩 ぐ ノ

俸 軸 ワ 蛛 C 詩 。 前 珍 瞬 き 伴 前 曲 筋 き 算
り 臼

き 算 伴 ぺ ひ 野 つ 隷 凶 滝 伴 軸 ･ d ワ 叫 C 葎 。

糖 . 11 ー θ 呼 蝦 興 礁 書 盈 竃 瞭 小 ◎ 肪 き 捧 ぴ

野 ψ ぴ ト 蒔 繭 斜 竃 叫 ㊥ 詩 さ ㊦ G 昏 き q 膳 叫

び 臼 伴 d C 詩 Q ξ ー × 斗 刈 .瓦 肋 》 ㌶ 琳 ぐ ノ 叫

C 詩 。

｢ 臼 ㊦ 詳 細 舜 黒 醗 伴 醐 副 誘 陳 畑 d 叫
。 G 瞭

( ⑩ )
竃 庭 飼 π 鈷 ･ ぺ 単 ♪ 隣 q π 訪 晩 汁 く 鈷 劔 サ

ひ C き 鈷 ぐ ♂ 樋 く 扉 駅 蒔 サ 汁 q 耳 詩 ぐ ノ 伴 醐

･ ぺ 小 鱒 O 冠 猷 O 誉 ゆ 伴 ほ 曉 C ･ 犀 ワ C 嚥

叫 。 『 曲 噛 聾 蛛 昔 き 』 d 叫 。 隔 . い ー " 小 き

d ぴ 件 蝸 誘 C 詩 つ d 叫 サ L

｢ 舜 ぐ ! 昏 O 汁 ワ d 叫
。 無 》 俸 ゆ π 顔 噌 o

O ぺ 昏 O 幅 叫 。 興 く 箕 曉 ･ 伴 謝 誉 ① 徳 書 盈

サ 愚 書 圖 d 箕 詩 ① 晩 詩 つ 伴 鯛 o ^ ぐ ノ 鮎 C

詩 Q 小 き 胃 懸 薄 d " ぴ 鈴 ◎ ㊦ 漁 母 蒔 O 〈 6

葎 ∩ 伴 誘 猷 邸 ㊦ d 叫 ｣

｢ 小 ㊦ 臼 伴 爵 ① " 哲 o ペ ワ 幅 叫 ｣ 騙 尋 i ×

廓 刈 瓦 暁 き 興 邸 郵 詠 ψ 蛛 C 汁 。

｢ 遡 θ 鼎 露 膳 い O 伴 ｣ ^ サ ① 導 態 落 竃 伴 つ

猷 ぴ 咋 詩 9 語 駐 舜 猷 爵 葎 誘 油 ワ 陪 勲 滝 伴

前 ･ C 脅 ･ 詩 θ d 闇 醐 竃 舜 汁 ① つ ぺ ひ ① ぷ

臼 伴 竃 C 嚇 C 詩 。 軌 o ψ 舜 ① 十 》 鮎 a 鍔 ①

舜 ぐ ノ 〉 箕 伴 ① 鍔 ぐ ノ ㊦ d 叫
。 ひ C 葎 つ く o a

鍔 ｣ 葎 ① 叫 く . ヰ 蝦 蒔 昏 さ ぺ "
.C 詩 く 舜 伽 嚇

d 醤 竃 サ 詠 ぴ サ 漸 識 ぴ 伴 猷 小 き d 瞭 鍔 暁

ぐ ♂ 掴 丑 竃 津 細 膳 前 沸 き 範 野 ワ θ d 叫 誉



. , 謹 蓬 零 ｣

跡 . . 遮 曇 蓋 顎 .
ゾ

コ. . ｢ .

. 竃

･ ㌔ . 喚

費 ､ ㌻ o 叫 ゆ サ 箕 拙 ㊦ G ㊨ ゆ d 叫 ｣

｢ ワ d サ ① 叢 唇 ぺ 鈴 ぐ ノ d 叫 サ 噂 ｣

｢ 小 ◎ 滝 訪

。 濫 田 θ " 嚇 θ . 口 黒 邸 傷 い サ 詰 ｣

小 き サ 呼 θ ー 田 ヌ 伴 ぺ ひ 畑 く 襲 G ① き 蛛

C 詩 碁 凶 杏 ｣ 伴 猷 C つ 陣 蝸 嘩 叢 さ び 餌 誉 協 や

o ぺ 糸 婚 C 詩 。 蹴 " 1 舜 図 義 冥 藤 嘩 ゆ 呪 錯

管 ① 温 ㊦ 轟 罪 蒔 即 鱒 C 詩 。 ぴ 野 ◎ 傷 レ 黒 国

十 冷 d C 詩 。 楼 . い 1 算 雛 く き 鍔 つ 野 ゆ 竃 伴

猷 嘩 ひ 勢 舜 誘 ρ 徳 蕊 謡 θ 激 酬 B ＼ 4 ･ ち ー ､

a 嵐 G ぴ 図 - 刈 。 丸 マ 嵐 O 磁 琶 詩 ､ O 蛛 C 詩 。

｢ 前 ー ワ . ♪ 陵 . 1 1 1 ｣ ｢ 蛛 o ･ ぺ く き 野 ＼ ｣

軌 O 酵 〈 伴 皿 諏 田 竃 θ o ぺ つ ㊥ 遡 θ 山 い 伴

卦 ㊦ 申 誘 つ 蛛 C 詩 。 灘 . い ー θ 態 落 ㊦ 画 豫 餅

θ 塊 く 7 こ あ 貸 く Y 伴 翼 ㊦ 〉 る ト d C 詩 。

｢ 哉 さ 舜 》 滝 野 ＼ 鳶 畑 竃 鎗 〈 き ㊥ サ ① ｣

伸 黛 . い ー 算 ∩ 詩 詠 叫 C 汁 。

皿 ぺ き 田 噌 史 つ ^ ワ 詩 》 岳 伸 守 対 O 卿 皿 ぺ

き 田 竃 ㊦ ･ d 糠 . 1 1 1 膳 面 つ 》 蝉 鮎 C 詩 。

｢ 呼 蝸 滝 o , 〔 噂 ひ ゅ 陣 蝦 誘 ψ o サ ｣ 汁 θ

噌 吋 臼 舜 ㊦ 噂 L 伴 ＼ る く プ 誘 皿 ぺ き 楓 d 小

聾 a や ･ ぺ 瞭 ぺ 脈 艘 叫 C 詩 。

｢ 璃 書 癬 滝 野 ｣ 串 き サ ① 傷 き 爵 郎 劇 鍔 θ サ

. 目 〉 竃 甜 C 鱒 C 詩

。

｢ ヲ ワ 舜 猷 ､ ｣ 伴 ､ あ く = 叫 ゆ ① 昏 婚 C 小 ゆ

a 叫 ぐ ノ 嚇 C 詩 。 ｢ 蜘 伴 つ o C 鈴 竃 識 o - ρ

卿 く 塵 ワ π 叫 酬 θ 贈 画 ペ ワ ペ ひ つ ぐ ノ ご レ ワ ｣

月 ぴ 界 ◎ ぴ 鈴 轟 " 算 く 呼 ワ 冒 舜 き サ C 舜 ㌻

脚 。 繭 銑 " 〔 叫 ぴ き 滝 野 L 陛 梼 . " 1 舞 ゆ き 勉

O C 詩 肝 ψ 臼 叫 つ 僻 C 詩 。

｢ 琶 サ o 詩 。 さ サ ･ 詩 野 ｣ 伴 ≧ 受 工 叫 サ ①

サ ヲ 舜 誘 ① π や π 杏 C ペ ワ 嚇 C 詩 。 ｢ ぐ ノ 6

C 恥 竃 猷 ｣ ぺ ぐ ノ ぐ ノ 滝 ぴ い 噌 鏡 く 詩 ぴ ㍊ ･

ぺ 唱 O 滝 ぐ ノ 〈 ① つ 算 d ㈱ 酬 野 。 L

糖 . 1 1 ー 舜 蝦 幽 蕪 a 軌 ･ ぺ 瑚 つ 蛛 C 詩 。

｢ 肪 つ C 射 ㊦ 田 滝 サ ①
℃ 識 き ひ σ き ぺ 猷 サ

銚 ぐ ノ 鐸 ゆ 誘 つ ぐ ノ 伴 軸 ◎ 蝉 き 吋 : ･ … 潜 i × 沌

刈 瓦 肪 》 誘 野 く ､ 鯛 ず 鋳 ワ サ ゆ C き 錯 ワ サ ①

… … 。 鈍 く " C 銭 ① 〈 呼 蝦 蒔 C ペ サ 呼 " 詩

㊦ 》 d 勢 べ ひ つ ぐ ノ 野 。 ｣

. ･ あ ト ･ Σ 寅 く 冥 . 鉾 q 伸 臼 伴 ひ C 惑 ル O 帖

庫 き d C 詩 Q 母 θ 申 伴 C 4 算 群 唾 ① C ぐ ノ ∩

伴 滝 伴 噺 。 1 1 / ､ 箕 顔 ワ 婚 C 詩 。 婚 滝 詩 o 詩 ㊦

十 ー 獣 d C 詩 笠 い 画 誉 叫 借 舜 〈 ぺ 舜 舜 . ① 鍔

ワ 興 詩 ワ ペ ワ ひ σ ㊦ け サ ｣ 詩 野 ◎ 鈷 懸 膳

C ( ワ 蛛 C 詩 。 小 き ひ 群 曉 ① C ワ 臼 伴 d C

詩 。 隣 . い 1 算 Σ 卜 萱 叫 瞭 d
. C 詩 。

｢ 小 き 鍔 呼 C サ 詩 管 舜 つ
。 .醐 ー > d 断 ㊦ 掛

. 鐘 q 葎 ぴ 弥 い ぴ

野 蒔 0 3 ぺ 舞 〈 虞 ワ " 〔 叫 き

聾 ワ ぐ ノ ＼ ｣ Σ 受 7 鼻 諌 ∩ o 詩 界 ψ 竃 小 ψ 瑚

6 ^ サ ① " 唱 膳 軌 ･ ぺ " 皿 ぺ き 田 竃 ㊦ ･ ^

C 餅 ワ 嚇 C 詩 。

｢ 碑 野 . ゆ 銚 " 糖 . 1 1 ー ＼ ｣ 伴 ≧ 〉 箕 湿 さ ペ ロ

膳 醗 脚 嚇 C 詩 。 ｢ 軸 詩 勝 ぐ ノ 鱒 C 銑 ◎ 詰 。 ｣

糖 . い 1 舜 澁 O 庄 C ぺ " 蛛 ひ 鍔 〈 " 臣 回 》

口 竃 嵐 G が 臼 ワ 劃 θ 鹸 蝿 竃 艘 嚇 C 詩 。

陵 . い 1 誘 〉 ･ 詩 評 酢 鈴 ゆ 傷 誉 i N 斗 刈

瓦 暁 》 置 猷 つ 幅 C 詩
。

｢ 昏 猷 ＼ ー 聾 き 猷 C ワ 融 撫 油 管 箔 詩 ＼

礁 醗 ぴ 臣 識 濡 。 糖 . " 1 " 叢 さ 》 ① 界 ワ ウ 蕊

O 滝 。 疎 ･ ぺ 司 伽 つ 詰 。 ｣ ぴ ψ 誉 ㊦ O 岬 猷

詩 O 容 猷 ぴ 究 刈 贈 猷 蝉 ぺ 潜 1 × 沸 刈 瓦 価 き

" 外 隔 , い 1 蒔 丑 〉 〉 き 嚇 C 汁 。 ｢ 隔 , い ー ∩

き 誘 酬 ㊦ 珊 麟 ヨ d 叫 脚 ｣ 伴 叫 ぐ ノ 蝿 C 詩 Q

｢ 蜘 ㊦ 蝸 麟 副 ｣ 伴 ワ い 叫 糠 O 外 斑 . h ー 揖 伴

o ぺ 伴 ^ ひ ぐ ノ 勢 猷 G 猷 容 瞭 臼 詠 嚇 C 詩 ピ G

暢 き θ 蝦 麟 ヨ ＼ 衡 . い ー ㌶ 嶺 囲 θ 丑 膳 海 叫 ず

C 鳴 C 詩 。 〉 昏 ㌶ 昏 脅 ウ 伽 く ぺ ℃ 邸 ㊦ 丑 a

猷 び 脚 掴 ㌶ i 母 θ サ λ 吊 【 卵 ･ ^ つ ㊥ 汁 晩 銚

仲 蝿 助 伴 今 邸 今 酬 . 叫 借 ㊥ 叫 む δ へ 臼 ぴ ㊦ 界

碗 亦 ゆ 鍔 霜 θ ワ 叫 滝 耳 d e 詩 。 汁 脚 鍔 蛛 傷

誉 ソ 愛 卿 》 圖 誘 画 計 い 噂 餅 叫 。 》 圖 ㊦ 丑 θ ウ

碗 舜 諄 容 舜 舜 旧 θ 猷 q 邸 請 算 ラ d ρ ノ ㊥ θ 誘

函 詠 軸 叫 。 ｢ 臼 ず き 猷 θ Q 鍛 6 猷 O サ ぐ ノ 餅

戯 ｣ 伴 つ ウ て 受 斗 ､ マ θ ● ぐ ノ 詩 　 汁 卿 鍔 洗 1 ㌦ マ

識 間 誉 協 詩 〈 肪 》 ご 里 一 細 ㊦ 旧 ･ 9 θ 苓 ソ 淘 " 登 殴 ハ o

》 ｣ U q ① き ぺ ぐ ノ 餅 C 詩 。

｢ 州 ㊦ 叢 竃 ぴ 界 ゆ ぴ 偽 誘 〉 ･ ぺ つ が ㊦ d 叫

誉 噂 ｣ 『 嘩 艘 嚇 C 詩 吃

( 戸 O )

ぐ ノ > d C 詩 Q 艦 ー 梼 1 ㊦ 脚 サ . 5 ､ 》 . C 箕 舜 き

詩 伴 臼 が " ∬ b 持 d 前 前 曽 き 葎 黙 誘 猷 す 嚇

C 詩 。 小 臼 容 算 ､ 唱 i 冥 伽 き 弦 叫 き d つ 蛛

ぐ 汁 。 . 黛 卦 ㌶ 鼠 ㊥ 汁 さ ､ く + 1 感 黛 1 + 磁

O 〈 ･ ペ ワ 蛾 C 詩 。 小 臼 d 凡 ー 衡 1 箕 露 踏

貫 雛 サ C 蒔 く き び 計 残 猷 碗 き 伴 C ぺ q O 詩

O 滝 伴 軸 つ 嚇 C 詩 σ d ひ 凡 ー 糖 - 箕 礁 膳 C

ぺ く き 詩 G 》 昼 譜 界 》 d 〈 き か 前 聾 猷 肋 》

噌 ー 〉 ひ 苔 O 嚇 体 き d C 汁 。 黛 箕 前 サ C 昏

刈 。 て 歳 冥 7 野 O 智 灘 ㊦ 舞 ψ 誘 蝶 o 配 鞘 簾 d

C 詩 θ d 噛 猷 が 碑 き 葎 m 竃 凡 1 黛 ー 算 川 都

田 a ㊦ ･ ぺ " 田 〉 θ 苛 餌 猷 碗 さ 噌 詩 蝿 謬 軸

C 詩 。 邸 G 勝 a 猷 θ G ･ 聾 鍔 蝿 ♪ 識 瞭 蛛 C

詩 。 q へ 唱 刈 卜 瓦 瞬 き 舜 τ 刈 膳 猷 蝉 ぺ " 凡

- 糖 ー a π ･ 臼 G 伴 蘇 魏 渉 ψ サ 耳 鳴 C 詩 。

鳶 蹄 興 ぐ ノ o ひ 胃 ∩ a 臼 C 詩 冴 瞭 銚 > d 層 誼

聾 . 猷 碗 》 陛 C ぺ 箕 ぴ 野 ゆ 吋 野 つ > d C 詩 。

｢ 蒐 〈 " t > ひ 苛 媒 猷 伽 き 誘 つ 舜 ぐ ノ ㊦ d

叫 。 殉 く ㊦ 計 聾 猷 肪 鮎 竃 鍔 o バ 〈 き 盛 醇 き

サ 噌 ｣ 伴 凡 ー 隔 - 算 瞭 晩 叫 C 汁 。

｢ 飛 - 隣 ー 猷 G 誘 伴 ψ
。 ひ び ぴ 》 層 断 鍔 詩

㊦ 雛 媒 猷 瞬 き a 鍔 ･ ぺ 猷 q 叫 叫 野 。 転 - 黛

- 前 貫 つ C ｣ 転 ー 糖 - 箕 ー σ サ 》 び つ ぺ "

曽 へ 唱 刈 卜 瓦 鋳 き 伴 伴 ぺ ゆ 詩 θ C 〈 猷 小 き

達 O " む ① O 詩 G C 詩 ㊦ d " 》 C ひ 純 て 歳

Y 〒 θ 臼 伴 鍔 吋 誉 } 誘 酋 蛛 庫 き d C 詩 。

o 働 " ∬ 凡 - 隔 ー 翼 団 欝 田 甲 へ ㊦ d ぺ い o

詩 d 前 苛 き き 詩 ウ 肋 鉢 鄭 ♪ 猷 晩 蛛 C .詩 。 凡

- 黛 - 笠 ＼ 受 ､ 曝 C 詩 呼 " ､ . 蟷 I Y 晒 き 舞

騰 サ C 嘩 ー 罵 ぐ ノ ひ ･ ぺ つ 詩 ㊦ d " ご ) 詩 鼎 d

冗 刈 蒔 猷 q 鍔 く ぺ 昇 舜 G 嚥 件 き d C 詩 。 猷

婚 1 ρ ! ぐ ノ つ a 誼 つ 誘 脚 θ 丑 竃 詩 滝 野 ･ ^

つ 蛛 C 詩 。 鷹 ー 糖 ー 騨 葎 θ C 小 ◎ 竃 胃 挽 ワ

膳 誉 ゾ つ d つ 鮎 C 詩 。

｢ ､ 唱 - 冥 前 鏡 猷 晒 蛛 " 篤 く 梱 へ 貫 計 聾 猷 瞬

き 萱 ー 》 C サ ぐ ノ 舜 ぐ ノ θ d 叫 。 ひ ゆ ー 》 θ 菊

く θ 前 媒 猷 瞬 餅 竃 鍔 o ぺ く き 叫 叫 サ 噌 ｣ 伴

凡 - 隔 - 箕 脚 脚 叫 C 葎 。 ｢ 帖 断 " 飛 ー 陵 - 鴇

飾 ゆ 臼 ＼ e d 猷 鍔 詩 ㊦ 前 聾 猷 瞬 き a 鍔 G 贈 C

.
野 " 。 賛 ㊦ ウ 伽 鋳 鮎 賎 汁 蛇 艸 伴 ぺ ρ 伴 前 ぐ ノ

伴 . ∩ い 胃 ワ 嚇 叫 サ ① 。 所 猷 滝 ぐ ノ 吋 臼 ぴ θ 姉

ゆ 》 つ ψ ･ C 寺 勺 . … ｣

滝 つ 傷 ∩ ゆ 困 邸 前 ぐ ノ C つ ひ ㊦ 誘 ー 興 ワ 朕

G 蛛 C 詩 。 曹 i 十 . 蒔 ● 〈 ､ ぴ 葎 群 ㊦ 臼 鍔 ひ 銚

つ ぺ 猷 O 帖 C 詩 。

｢ 臼 ㊦ 謎 ･ 詩 臼 鍔 嘩 ㊦ 鈍 C , 〔 勢 鈷 ワ 噌 ｣

伴 ､ 唱 I Y 暁 》 誘 麟 つ 嚇 C 詩 。

凡 i 陵 - 管 詩 ぐ ノ 呼 竃 θ 聾 C ペ ワ ⑳ 猷 ワ 滝

冠 》 ､ , 唱 - 冥 瞬 き 舞 サ 琶 ぐ ノ つ 臼 q 伴 θ サ 詩

ぴ 磁 ｣ 自 G 許 ワ ペ 矯 亦 き 嘩 ､ や つ ぺ く き 婚 C

詩 。 凡 - 糖 - 舜 ー 器 配 ぴ つ 蛛 C 詩 。 前 サ C

㊦ 臼 鋳 膳 汁 ワ ① 竃 ㊦ 聾 叫 θ 誘 伴 べ び 前 ひ C

ひ サ o 詩 ㊦ d 》 鳶 算 " 鉱 サ ㊦ 臼 伴 " 聾 舜 冒 ひ

サ き 請 漣 辮 倭 き d C 詩 。 凡 1 黛 1 舜 騰 助 賎

算 き 譜 詩 浅 容 脚 π 諭 ぴ 伴 ぴ 昏 ◎ 川 繋 鳳 凹 噌 伴

群 ぺ 層 乞 Ψ 冥 蟄 , θ 9 猷 詩 O θ つ ワ 伴 臼 " d

ヲ 叫 置 臼 C サ 蝉 , 〔 ワ 詩 ､ て U . 唱 - 前 G つ 晒

き 伴 ､ ㌶ 碕 C 婚 C 嚇 C 汁 Q ､ マ u . 唱 - 計 G ワ

晒 き θ 撫 箕 田 く ℃ サ 前 胃 箕 C 昔 誘 猷 O 蛛 C

汁 誉 ♂ 叫 》 滝 蝋 ワ 3 ㌶ 猷 サ 酬 く ぺ 臼 い 軌 く

卵 ゆ d C 詩 。 ｢ 聾 叫 野 い 凡 - 斑 1 〈 き ＼ 錘

野 O ㌶ 傷 ψ C 汁 き 滝 む … ｣ 陛 ､ マ 賎 唱 - 苛

G 肋 き 誘 瞭 瞭 蛛 C 汁 σ

｢ 前 聾 猷 肋 き 膳 瞬 誘 C ぺ つ 酬 θ d 叫 ｣ . 伴 鑑

- 隔 - 算 ∩ 捧 神 叫 C 詩 。 伴 ぺ ゆ ワ ぐ ノ 前 聾 猷

伽 鮎 萱 口 》 画 o 誉 o 詩 ㊦ 滝 q 吋 " 篤 〈 ρ "

ー 〉 邸 C ワ き 滝 L ｢ 州 き 舜 嚇 汁 噂 唾 つ 暢 き

憧

瀧 誼 庵 つ θ 誼 聾 猷 伽 き 滝 鎧 ｣ ､ マ ロ ､ 唱 - 前

G つ 瞬 き ㌶ ､ × ､ メ さ ① ぐ ノ 蛛 C 汁 。 ｢ 傷 き

銚 前 範 猷 所 き 蒔 瞬 誘 C ペ ワ 酬 》 為 謎 ｣

｢ 猷 ㊦ ◎ … q 伴 G 箕 純 マ 歳 冥 〒 嘩 く き 劔 苛

範 猷 瞬 蛛 噛 ひ ψ q 伴 6 算 前 サ C 磁 O 〈 ･ , 〔

ハ き び 智 弗 猷 肪 嚇 " 小 C ぺ ひ ゆ q 伴 G 碑 " 賜

く 置 前 興 鍔 C 格 C ぺ く き び 誼 鈍 猷 価 蛛 舜 き

瀧 砦 。 ｣ 伴 艦 ー 隔 - 箕 .臼 詩 渉 蛛 C 持 。

｢ 鷹 - 隔 1 〈 き " 計 聾 猷 肪 蛛 伴 ワ ψ び θ 興

朕 ワ 噌 猷 葎 詠 邸 θ 誘 前 ひ 舜 臼 伸 d 叫 。 C サ

C 噂 猷 ㊦ 〉 詩 ぴ 誘 猷 詩 詠 ㊥ 臆 並 ｣ P 竃 拙 管 猷

( μ ㎝ )



,

七
b .

"

争
。

ア

ヤ
臣

㌦

蘭
醸
･轟

鵬螺
灘 欝.

蔑
う 藷
磯
難

翫
､ 翻

～

蝋 ゴ ㌧

岬

畑
･

｢ r 畿 。

＼

醜 - 滋 ー θ

輔

罪

拉 残 母 卿 》 持 ぴ

十 寺 ヰ ` 冥 ･ ≦ ♂ 出 - 瓦 こ i 濤

締
冗

伊
'

｢ ､ 羅

読

師

.
' . ､

監
､

自

騨

醜 ー 噺 ー 竃 興 前 鞄 瞬 》 伴 前 沁 瞬 》 伴 ) 1

4 冥 伴 ワ ◎ ウ 》 釣 小 C ぺ 団 都 田 伴 前 ひ ぴ

う ㊦ 曳 冥 純 ･ ξ 1 伴 陥 ､ マ 伴 つ ψ 歯 晋 θ 除 独

誘 猷 O 蛛 C 詩 。 d ゆ 黛 " へ ㌶ 前 聾 猷 瞬 き 誘 ー

》 ひ ワ 銚 サ o 詩 θ d 叫 。 呪 ー 隔 - ㊦ 詩 ワ ペ

つ ㊦ 前 対 識 ぴ 竃 舜 口 〉 θ 批 鶴 猷 瞬 き 尋 汐 ノ 嚇

C 詩 。 凡 - 糖 ー 碑 翫 聾 猷 所 き ･ ぺ 伴 ぺ ひ 叫

聾 呼 C ワ 醗 θ 滝 伴 軸 o ペ ワ 蛛 C 汁 。 陛 脚 吋

晩 且 榊 磁 し ハ 》 d ハ 蓉 ㍉ 口 O 匙 ㏄ 誉 > C 膳 斎 ｣ , ∩ 〈 公 ､

詩 O " 刈 。 て 歳 冥 7 膳 〈 き 詩 O 叫 伽 前 媒 猷 衝

》 .。 凡 - 陵 1 ㌶ 11 > ㊦ 前 弗 猷 暁 } 誘 臼 き 舜

胃 野 ぐ ノ び ㊦ 鍔 ① " 川 〉 ワ 詩 申 ひ 6 配 叫 " 晩 ①

C つ 滝 ぴ " 舜 断 伴 軸 ワ 蛛 C 詩 。 小 き ㌶ 1 >

㊦ 前 弗 猷 肪 き 誘 前 サ C 蒔 O 〈 o ぺ " i > ㊦

計 聾 猷 所 き 管 純 て 歳 冥 7 膳 〈 き d 矯 ひ ψ ー

〉 貫 韻 蒔 C ぺ く き び 伴 ぐ ノ " 野 ゆ 竃 。 猷 ⑳ 田

砿 ー 梼 ー 貫 誼 珍 晒 》 伴 誼 単 肪 さ 竃 前 聾 猷 噛

き 萱 旅 C ワ 伴 詩 θ 勢 魁 C 詩 。 叫 が 伴 前 潭 伽

. き ぴ 前 珍 所 》 ぴ 伴 ぺ び サ 鍔 C 滝 ψ 鍔 鑑 噌 C

嚇 C 詩 。 卵 臼 d 凡 1 隔 1 ㌶ 皿 冷 d 計 篤 猷 瞬

き 噌 所 笠 小 い 伴 軸 ヲ 叫 C 詩 。 凡 1 隔 1 ㊦ 脚

θ 叫 今 卵 残 胃 G 6 糀 鋭 鄭 管 猷 G ℃ . 小 臼 π q

へ 唱 刈 卜 瓦 筋 き 管 叫 き d ぐ ノ 蛛 C 詩 。 鳶 卦 舜

刈 。 て 歳 冥 7 θ 前 聾 猷 瞬 き 伴 C ぺ ぴ 野 ゆ 吋 つ

( 昌 ら )

尋 r メ 諏 刈 瓦 伽 き 算 ψ 舜 曉 脚 蛛 C 捧 。

. ｢ 小 い 滝 脚 。 塩 醤 融 竃 噌 愚 伽 き 浮 u マ ､ 悠

田 冥 d 叫 。 刈 ､ マ 刈 刈 え く 〒 ㊦ σ 昏 き 興 き d

や か 葎 蘇 ψ 管 野 ワ 伴 姻 ぐ ノ 婚 叫 。 刈 ､ マ 刈 . 油 へ

7 吸 き 誘 猷 O さ 捧 ひ θ サ ① 鄙 群 嚇 C 昏 O 。

4 ､ × q B ､ マ ･ 刈 ､ ▼ 践 寸 へ 7 所 》 舞 画 醤 ひ

サ サ o ぺ " 笠 伴 ぴ 擬 ◎ 磁 伽 つ C 昏 ψ C 嚇 C

詩 。 詩 C サ " ρ 陵 い 1 醐 野 G 餌 碗 つ 尋 サ ①

叢 群 ① き 詩 伴 軸 ゆ 肝 。 汁 守 面 晋 π 刈 寺 域 寸

へ 7 筋 き 誘 叶 〈 鈷 6 詩 黒 " 猷 0 3 詩 張 融 磁

臼 £ ∬ 小 C ぺ 繁 串 膳 ､ r × プ 鑑 p i θ 蕊

書 醤 臼 脚 卵 ゆ 瞬 き 詩 ㊦ d 叫 。 ｣ 講 蜘 鉢 ー O

. θ 叢 盛 庫 蝸 助 θ 伴 臼 が 〉 野 塵 ぺ 小 き 磁 猷 耳

帖 C 汁 。 丑 竃 貫 画 珊 伴 ワ ウ ウ 聴 鍔 諮 ㊦ 軌 窃

伸 9 ､ 慧 O 蛛 ･ ぺ ぐ ノ ペ " 小 θ ー 6 - O 揖 ぴ 野

ゆ 誘 》 ｣ ぺ つ 麟 C 詩 。

｢ 刈 1 く ＼ ｣ 擬 . 1 1 1 ㌶ q ● 〈 O C 舛 C

詩 。 ｢ 珊 d ひ 猷 邸 滝 ぴ ウ 舜 猷 ＼ ｣ .

ξ ー × 噛 刈 瓦 瞬 》 ㌶ 嚇 》 醜 ハ 儒 a 曽 ① ワ

嚇 C 詩 。 ｢ 颯 d 伴 舞 舜 ぐ さ 協 ザ 小 ψ 滝 訪 " ー

U サ 呼 ー d 団 唱 d C 界 ψ 詰 。 画 . C ぴ も 遡 磁

伴 ψ 暢 》 ワ 小 営 C 〈 瞬 畔 ぺ 前 く く ① 7 ㊦ 轡

算 猷 G 帖 叫 謎 。 ｣

｢ ホ き 鍔 a 汁 〈 瞬 き 猷 o ぺ 吋 ◎ 叫 び θ d 叫

サ 。9 ｣ 伸 隔 . " ー 舜 晩 瞠 蛾 C 詩 。

｢ 小 き 算 訪 " i 嬰 興 ∩ θ 徳 書 盈 d d き G C

ー 嶺 ㌶ 態 薙 ㊦ C 喋 き G o C 昏 ψ や 小 ㊦ 轟 サ

㊦ サ O 響 ㊦ 汁 3 容 サ C 珪 C 蛛 叫 。 猷 伴 舜 臼

臼 竃 鍔 つ 即 昼 膳 籟 サ θ 轟 雷 轟 伴 【 ゆ ご レ き 叫

崩 詩 3 容 o サ ワ 箔 叫 。 小 き d 舜 " 傷 ㊦ 界 9 ､

胃 叫 ㊥ サ 蝉 詠 叫 C 界 ψ 。 ｣

瑠 畑 管 識 ･ ぺ C 蛛 ･ ペ サ ① ℃ 隔 . " 1 箕 鮎

叫 } θ 野 ゆ 胃 O き d 猷 ぴ 軌 ◎ 伴 い サ ① 叢 3

嚇 C 詩 。 C 昏 ぴ ワ 矯 訳 導 汁 嘩 碗 や 曲 θ ぴ 誘

ゆ 臼 き び 昏 ゆ 管 つ い ワ ひ > ｣ ^ ワ 嚇 C 詩 。

糖 . " 1 誘 M , 唱 ､ × プ 冥 軌 晩 き d ψ サ 蝉 崩 ひ

θ 算 つ . 〈 O サ 猷 O 叫 C 詩 誉 ♂ 無 伴 》 傷 算 挙

帖 d 画 詩 臼 伴 θ 鍔 ワ ひ θ 聾 サ O d C 詩 。

衡 . い 1 算 唇 ｣ 〈 G 矯 留 昏 " ぐ ノ 暢 サ 〈 軌 "

俸 い サ 中 ぴ 昏 " 蒔 i O 伸 G 肝 C 嚇 ･C 汁 。 小

C ぺ 篭 1 × 斗 刈 瓦 吸 き サ ① 蝉 渉 ① き 汁 伴 読

£ ひ 謬 誉 瞭 ㊦ o サ い 槻 膳 ロ 蛭 純 π ン ･ ぺ

つ び 呉 容 q 詩 C ぺ " 小 o 伴 け % ψ 蒔 C さ . C

叫 C 詩 。 画 暑 ㊦ ワ 〈 O サ 箕 湘 ぐ ノ 酷 究 囎 瞬 き

ペ ワ 詩 θ d ひ が ハ 銚 ･ ぺ つ 蛛 C 汁 。 . 糖 . " ー

.
㌶ i O 蒔 呉 d C 群 C d サ ρ 繭 卦 揖 d 嘩 び

野 オ ∩ 唾 昏 ゆ ぐ ノ 暢 サ ( 澄 酷 9 び q 辮 C 詩 。

卵 き サ ① 曽 曽 サ 叫 詩 群 置 伴 く 》 o 舜 唖 θ け

竃 ㊦ 醇 d " 小 き 膳 λ O θ 伴 ∩ ぴ 竃 前 ぐ ノ ペ o

呪 θ 竃 伴 G サ サ O 叫 C 詩 。 伴 べ ひ 詣 サ ワ 拝

蝦 づ 勢 ･ 黛 卿 d 脚 嘗 み ㊦ d C 詩 .

園 " 1 " 黛 尋 ㊦ 詩 o ㊦ ρ 曽 叫 き ぺ 獅 噂 ぴ

昏 ◎ d 件 蝸 膳 C ペ ワ 詩 ㊦ d " サ 盆 ㊦ 轟 牢 噌

》 が 伴 ひ ゆ 団 熊 十 団 珍 d C 汁 。

貸 . い 1 箕 功 θ 旨 胃 d ㈱ 比 ｣ 詩 ぴ % ゆ 盛 細

ぺ 轡 詠 劔 墜 口 十 叶 猷 G . 帖 C 汁 。 猷 叫 .G 捧

く 飾 き d 箕 鍔 サ ･ 詩 θ d 叫 誘 " 衡 唾 誉 C つ

件 田 滝 ･ 詩 ㊦ d 矯 伴 ぺ ひ ぴ 昏 ψ ワ 翰 誉 く リ

サ き 庵 》 " 〔 脅 G 蜘 C 詩 。

糖 . μ 1 舜 邸 ψ 脚 伴 口 . 角 伴 G 嘩 伽 誘 C ぺ 冒

嘩 き 三 9 舛 〈 O ゆ G d C 汁 b 尋 1 × 斗 刈 瓦

瞬 き サ ① 猷 伴 サ 詩 α 耳 舜 卵 ◎ G θ 前 嗣 賎 碑 き

誘 昏 ぴ 伴 悌 サ 瞬 き 嚇 C 詩 誉 ♂ 隔 , B 1 ㌶ 皿 ゆ

萱 ぴ ① サ C 詩 伴 ∩ 由 個 鈴 》 胃 晒 咋 鈷 ワ d 皿

ゆ d サ 詩 q q ㊥ 脚 ψ π 伴 q へ 由 磐 渉 ① き ペ

ワ 蛛 C 詩 。 脚 き ワ 竃 サ 詩 q O が ㊦ 胃 十 団 冷

ご さ 〉 ぴ 伴 繭 つ 幅 C 詩 。 小 ◎ 叫 き 餌 " 野 9 ､ 傷

黛 降 誘 叢 叫 ㊥ 断 d 置 戴 胃 前 き ㊥ ㊦ d C 濁 。

脚 置 前 ぴ 伴 ぴ 昏 9､ " 糖 . 11 ー 舜 O サ き 詩 野

◎ " へ 詩 群 釦 膳 o 瞭 蛛 C 詩 。 鳶 釘 o サ き ^ ぐ ノ .

嚇 C 詩 誘 v C 猷 琶 噂 鈷 猷 諮 ぴ d C 詩 。 徳 書

需 d 興 詩 ① ハ 臼 俸 箕 前 ρ C び く . ぺ 叫 瞭 d 叫

C " 剛 丑 小 £ 黛 ノ ① き 酬 θ d 叫 サ ① 。

C サ C 貸 . " 1 ㌶ " 幅 ひ 舜 〈 " ぴ 野 ◎ ぴ 野

伴 博 留 C 呪 鍔 5 ｢ 市 ､ マ 刈 へ I ｣ 伴 ℃ 陛 ぺ ひ 味 ψ

% ◎ 鈷 ひ θ 蒔 野 叫 き 滝 舜 》 〉 胃 サ サ 昔 ぴ 醐

ぐ さ 協 耳 銚 ぐ ノ G 茸 》 π 蛛 脚 臼 蛛 き 劔 伴 馴 針 §

3 a ひ 鯛 o d つ 嚇 媒 》 d C 詩 。 八 o α 〈 )

( に )

●
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轟 椰 卿 ご 汐 ノ サ 》 卿 鈴 d ド

傷 窃 勢 ○ 漣 》 瞭 O 〈

渦 冥 ℃ B ミ 。 ㌣ " i て 冥 喬

δ 叫 C 野 窃
唱 角 q 且 r ρ O 醗 膚 馳 K 6 r

ぐ ノ ぴ θ O ぐ ノ 詩 誉 ソ 勢 ー 叫 ぐ ノ 幡 卜⊃ ･ ㎝ 膏 V 漁 × GQ O 膏 V 阻 噺 詩 ㌶ 一 . ㎝ 蒔 マ 卑 × N ㎝ 膏 V 漁 ㊦

贈 誘 伽 揖 鈷 》 噺 つ 診 晩 O 餅 叫 。 ー 蝶 ぐ ノ 酬 登 ① 流 【 o 誉 ぐ ! 箕 き 曽 》 噌 猷 詩 鱒 営 朕

C 冠 O 誉 ざ ノ 餅 叫 Q ㊦ G 噌 ゆ 叫 く θ 鏡 C ぺ O 耳 蛛 叫 。 サ 詩 蛛 G 噌 O 〈 o 詩 G 惜 ㌶ 》

滝 C 詩 G C 舜 ぐ ノ 野 ψ 胃 C 蛛 C 射 ◎ 。 さ θ G 脚 ◎ 算 C 噌 θ G d 猷 琶 体 ぺ 鴇 誉 ソ ず く 盛

d ぴ 針 o 伴 ㊦ 断 ぐ ノ 滝 昏 q d 誘 瞬 詠 , 〔 つ 噺 叫 。 卵 C ペ 一 猷 C や 断 詩 婚 や " d ㊦ ぴ ぐ ノ

暁 ぐ ノ 昔 嘩 ㊦ G 嶺 サ ① 滝 π O 耳 が 伴 一 誉 ソ 勢 θ 傷 ぴ 勃 O 訪 d 晩 猷 誘 G 盛 叫 。

O 叫 傘 o 〈 餌 伴 囎 眞 一 営 臼 伴 恭 舜 G 鐸 窃 鐸 ψ d o 〈 o ( 〈 ㍊ ㈱ ぐ ♂ C o 蒐 伸 》

》 伽 詠 サ 沁 き 鈍 一 G 叫 誘 d 繰 噺 叫 。

G 叫

◎ 暁 鳴 ､

ノ 騰

､

ノ
､

〆

〆
､

忌 .鰯 ハ

､ .ぐ へ 陵､

翻 鹸

犠

傍 サ 銚

( μ b。 )

む 臼

レ O ゆ θ 説 伴 . ∩ θ 唄

､ . て i × ･ 曽 i ミ ♪ 鴫 - 寄

蛛 ∩ 伴 興 吋 ◎ 暢 O θ 卦 θ 伽 ワ 賎 θ 為

i ℃ 噌 群 く G Q 猷 ㊦ 野 ψ 鈷 軌 C 噺 鈷 助

ψ 暢 O 置 舜 o ^ 》 詩 ① 魏 ゆ C ひ ワ 瀧 ぴ

ウ 伴 游 ぴ ワ 贈 C 詩 。

盛 臼 伴 ㌶ 材 噌 詩 舜 θ ｣ 匙 【 前 つ ^ ℃ . 薦

つ 吋 臼 が ♪ ぐ ノ 〈 伴 一 蟹 碑 伽 き 鳶 ぴ 野 "

吋 祷 曽 C ㊦ q ＼ e 冠 d 瞭 詩 ぺ θ 旨 粍 聖 -

蒔 ー 鈍 ワ 〉 き ぺ つ 邸 伴 臼 ぴ 嫡 C 詩 。

｢ 伴 パ ひ ウ 伽 舜 貸 鷲 噌 - 流 誉 ソ ρ 唱 冠

O サ 群 劔 流 蝉 ぴ o , 〔 つ o ぺ ひ ぐ ノ ぐ ノ d 叫

野 ｣ 伴 詩 碑 瞬 き 誘 つ ワ 嚇 C 詩 Q

C 誉 ソ C ℃ 噺 臼 伸 算 猷 嚇 G 詩 〈 晩 き o

す 勝 叫 咋 き d C 詩 。 コ 詩 臼 濡 o 詩 ① つ

つ ㊦ π 鈷 猷 L 伴 つ ワ 帖 C 詩 。 ｢ 卵 " C

詩 ① 〉 鈍 き θ 蝋 d 貸 粍 砦 ー 噌 - 興 ぐ ノ ぴ

O 【 伴 誘 d 嘩 邸 ㊦ 竃 : ･ … ｣

鳴 臼 伸 ㌶ 諌 如 脾 き 容 勝 G 誘 伴 ウ 伴 つ

o , 〔 糟 卵 伴 ♪ 朕 卵 q 竃 つ 嘩 噺 C 詩 。

曽 鴎 瞬 き 臼 帖 吋 G 誘 G V 氏 ㊦ 暑 θ 旨

d ψ 詩 o ^ ぐ ノ 婚 C 葎 。 ぴ サ 〈 π 叫 誘 朕

G 蛛 C 葎 。 瀞 ㌍ 伽 き 臼 叫 吋 G θ 猷 詩 鱒

㊦ ぺ o λ き ぴ 勢 渉 叫 C 詩 。 脈 き つ 舜 朕

前 ぐ ノ 詩 叫 α θ ｣ μ a 叫 琶 o d ワ 葎 ㊦ . d C

汁 " δ ソ 。 詩 嚇 賎 興 つ く O 朕 劔 ㊦ d C 汁

ぴ 管 。

コ 華 G V θ 野 " 舜 舜 誘 つ く 竪 誘 猷 o 瀞

① 叫 θ 丑 婚 d 》 呼 き が ､㊦ " 【 舜 猷 … … L

伴 盛 臼 伴 舜 ぐ ノ ぐ 〆 軸 C 詩 。

や 鳶 ぺ 諌 画 瞬 } θ 野 暢 臼 渉 誘 鍵 臼 渉

婚 C 詩 。 ｢ 嚇 臼 伴 ＼ つ ① o C 舟 ぐ ノ 。 猷

詩 ① C ぐ ノ 〈 O 噌 誉 ソ つ π ぐ ノ 脚 婚 C 汁 ◎ ｣

伸 前 画 暁 き 誘 ぐ ノ ぐ ノ 嚇 C 詩 。 〈 O や 暁 》

d 叫 臼 伴 舜 舜 き 小 く ひ 箕 つ ぺ 勢 嚇 C

詩 。 C 登 C 前 韓 伽 き 興 ｢ ー 亦 く 達 蝉 d

叫 野 L 伴 ぐ ノ つ 蛛 C 詩 。

｢ 衡 δ レ d 濡 o 詩 ρ 殉 く 団 十 卵 く ぴ ㌶

耳 が ㊦ 揖 … ＼ ｣ 伴 婚 へ 伴 興 ぐ ノ つ 盛 C 詩 。

噺 臼 伴 ㌶ 卵 ㊦ 丑 誉 ソ 呼 ー 小 く 盛 凶 ① 》

d 噂 銚 卑 肪 》 伴 ぐ ノ 睡 ♪ δ ソ 神 O 鳴 C 詩
。

つ 詠 置 O つ ぺ 営 呼 嘘 帖 臼 伴 ㌶ 耐 艸 臼 営

① 猷 詩 ⑳ C つ く O .噌 伴 G 蔵 C 蛛 C 詩 。

誉 ず 舜 爵 勝 ① 営 d 顯 凡 尋 鴫 ご 9 サ o , 〔

ワ 蛛 C 詩 巳 小 き d ひ 游 跨 暁 } θ 〈 o 曉

》 d 》 鳶 臼 ウ 伴 智 ひ つ 嚇 C 詩 。 婚 臼 伴

箕 ぐ ノ o C 汁 ψ 耳 } 餅 ぐ ノ 臼 叫 o 詩 ρ 酬 ゾ

幽 つ 詩 G C ぺ 勢 鳶 廊 噺 C 詩 Q 叫 邸 伸 噛 朕

詩 ① C つ く O 算 ひ o 俸 野 く 9 誉 G 鱒 C

詩 。 蛛 臼 伴 ㌶ 叫 o ご ソ G O 営 き ぺ C 蛤 つ

婚 . C 詩 Q

｢ 鈍 く . 酵 曽 d d 舜 く ぺ 飴 営 O 詩 ｣ 伴

叫 臼 伴 箕 ぐ ノ ぐ ノ 嚇 C 詩 。 ｢ 団 十 湘 ひ 勢 誘

営 贈 く べ 興 舜 ① 爵 つ } 鳶 ゆ ㊦ ･＼ ｣

｢ 唱 噌 翫 ① o ぺ ぐ ノ ① o C を づ 営 ｣ 伴 賛

凛 瞬 》 勤 ぐ ノ ぐ ノ 婚 C 詩 。

蛛 臼 伴 鐸 隊 》 3 ざ σ 陛 竃 つ o ぺ 誉 さ 吻

勢 噌 θ 醜 嘩 蛛 C 詩 。 叫 邸 伸 く q ㊦ 伴 臼

ぴ 竃 く ぴ つ く O 曉 》 誘 O つ , 〔 ぐ ノ 邸 θ 誘

勢 詠 蛛 C 詩 。 O 野 く 臼 叫 o ぺ 春 o 伴 伴

き 嚇 C 詩 Q

｢ 争 q V d 鈷 く , 〔 野 す o 詩 。 舜 誘 つ 鈷

訪 つ く q 噌 猷 ① 曽 鈷 く , 〔 卿 爵 ① 舜 ぐ ノ 》

濡 ひ θ … ¢ ｣ 伴 叫 臼 伴 ㌶ ぐ ノ ぐ ノ 蛛 C 詩 。

嚇 臼 伴 御 唱 譜 賎 C 既 C 猷 ① つ 婚 C 詩

｢ 詩 臼 d 贈 〈 ぺ 野 営 o 詩 。 〉 蒐 き ひ 唱

噌 勝 ① ◎ 鈷 さ ぺ … 。 軌 O ウ θ 旋 伴 臼 ㊦

申 θ 鉱 ゆ 誘 曉 o 伴 叫 O 伴 詩 θ C つ 界 ｣

伴 つ つ 蛛 C 詩 。

( 浸 丑 ㊦ 歯 雪 算 田 耕 歯 置 C 蛛 C 詩 )

( 日 ω )



７ 「

忘 れ る
う
〕 と の 効 用

シル ビア プ ロ ブ ス ト ヤ ング

先聾 弊。贈 繁喜灘 霧 二震禦 讐 鰹 簸鷺
りが立ちこあている台所で老婦人が満足そ うに粉をねっているのを見ていると，歳月 とと

もに更に円満になってい く人柄が，とて もうらやましく思われま した。まもな く，いっし

よにベランダに座って，焼きたてのおいしいパンを食べたり，金色に輝いている空をみた

りしながら，彼女がいつも楽 しくしている秘訣は何かとたずねてみま した。

老婦人はちょっと考えて，次のようにおっしゃいました。．「幸福になるのには，忘れる

ことが大切だと思います。心を傷つけるようなことは，なるべ く覚えていないで忘れるこ

とにしたんですよ。」

それ以来，何度もこの言葉を考えているうちに，この言葉のもつ意味がどんなにすばら

しいかがわかってきました。私たちが愛 している人の怒った言葉や恩知 らずで考えの浅い

ことなどを忘れないでいることはとて もやさしいことです。また，まちがった非難や不親

切な注意などを覚えていて，それをだんだん重大なものにしてい くのも簡単なことです。

とても仲のよい二人の婦人が，ちょっとしたことを忘れないでいたために，おたがいに

長い間，口もきかないです ごしました。そして一人が死んでから，他の一人は始めてあん

なに美 しくすばらしかった友情がみにくい悲 しいものに変っていたのに気づきました。た

だ，どちらか一人が，忘れることをしなかつたか らなのです。 ．

「許すが，忘れはしない」 とよく人はいいます。 しか し，許すということは忘れること

なのですか ら，まちがいを忘れなければ，真に許 したことにはな りません。

人間はまちがいを犯す ものです。私たちはみんな人間だということを理解 して，他の人

のまちがいをす ぐに許すことはできないもので しょつか。どんな人でもつらいことを覚え

ていて，幸福になることはできません。なぜなら，つ らいことと幸福とはおたがいに水 と

油のように〆あ．いいれないからです。

この賢い老婦人は，みにくいものは避けて，美 しいものだけを見てきました。ですから

あんなに円満で，そばにいるだけで楽 しくなるので しょう。私はこの老婦人からすばらし

い教訓を学びましたので，ぜひ自分の生活にも応用 したいと思います。そのようにしてい

るうちに，主の僕芝 してはさらにふさわしい者になれると確信しております。
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日曜学校
、

日 曜 学 校
、

ρ
，１

教 え る と は

た だ 語 る

だ け の こ と か

ラ イ マ ン Ｃ・ ベ レ ッ ト

か寛搬課 鷲禦鵬 警轍藩
にひかれて即死 して しまった。心な くも両親は弟の死の責任

を兄に押 しつけたので，すでにショックを強 く受けている彼

の心の重荷は堪えられないほどであった。そのたあ少年は孤

独の殻にひきこもって しまい，遂には家庭でも学校でも手が

つけられない少年 となって しまった。

学校の教職員たちは少年のひどい態度をみて退学させるぞ

とおどかしたりしたが，誰一人少年にいうことをきかせる者

がいなかった。 しかし，非常に理解のある教会の教師（女性）

の力がこの少年の孤独の殻を破ったのであった。，心からの愛

と関心を示 しながら，教師は少年の問題の原因を除々に理解

していった。このようにして教師は少年の信頼を得ているう

ちに，少年の学校では彼の退学について最後の相談が行われ

ようとした。．学校のカウンセラーは少年に遅すぎないうちに

少年を信頼 して助けて くれる人がいないかどうか尋ねた。少

年はす ぐ教会の教師の名をあげ，教師がその相談にくること

になった。教会の教師は少年の悩みを説明したので，学校の

教職員はそれをよく理解 し，少年は退学されずに済んだ。

このできごとより強調される点は教師が生徒の名前を知る

だけではなく，生徒の人柄やその性格にもとず く日常生活な

どを深 く知る必要があるということである。その教師は少年

に何かやってあげることによって愛を示 した。教師は少年の

ことをよく心配 し，愛して，教室で行われることだけよりも

より多 くのものを与えたのであった。

大部分の教師は教室で自分の思想を述べるが，若い人の価

値に関 しての思想は次の２項にあらわされよ う。

１．「実存主義 （主義にとらわれないで本来の自己に立帰ろ

う とい う思 想 ） で は， 人 間 は も と も と無 に 等 しい もの で

あ り， 現 在 も将 来 も無 き に等 しい 存 在 な ので あ る」 （ト

ル ー マ ン ・Ｇ ・マ ジ セ ン著 「永 遠 の人 」 ２８ペ ー ジ）

２． 地 球 上 の人 々 は神 の息 子 ， 娘 で あ り， 人 々 の中 に は神

々 に高 め られ る力 が ひ そ ん で い るの で あ る （教 義 と聖 約

７６：２４参 照 ）

多 分 ，教 会 の 教 師 で １項 を 文字 通 り信 じて い る人 は まず い

ない と思 わ れ るが ， そ うか とい って ２項 を全 面 的 に信 じて い

る教 師 が す べ て で はな い 。 文字 通 り信 じて い な い教 師 は 「そ

ん な こと は， 私 が 語 ら て い る こ と とは 関係 が な い よ。 か れ ら

は と にか く何 か い たず ら して レ ッス ンが終 るの を待 っ て い る

だ け だ よ」 と い う態 度 を と って い る。

心 理 学 者 は愛 に関 す る救 い 主 の偉 大 な教 え が い か に大 切 か

を立 証 して い る。 救 い 主 の伝 道 の間 に人 々に与 え られ た もの

で最 も注 意 を ひ い た唯 一 の誠 命 は愛 に関 す る こ と で あ っ た

（ヨハ ネ１３＝３４～ ３５や マ タイ２２：３４～ ４０参 照 ）。 心理 学 者 ，

ル イ ス ・Ｐ ・ソ ー プ は次 の よ う に書 い て い る。 「人 間 に と っ

て最 も必 要 な こ とは … … 自分 の要 求 を 満 足 させ るた め には計

画 して始 め るよ う個 人 個 人 にや る気 を起 こさせ る こ と で あ

る。 人 間 の性 質 は これ らの要 求 とそれ を 満 足 させ る こ とか ら

きま って くる とい え よ う。 … …従 っ て次 の ３つ の望 み が 人 間

の行 動 の基 本 とな る。 幽 『

１． 幸 福 で い た い とい う望 み

２． 人 々 か ら尊 敬 され 大 切 な人 と して 認 め られ た い と い う望

み

３， 人 々 か ら守 られ， 愛 され， 慰 め られ た い とい う望 み」

（ル イス ・Ｐ ・ソ ー プ著 「心 の健 康 心 理 学 」 ３９～ ４０ペ ー ジ）

あ な たが た は なぜ 生 徒 が あ る入 々だ け を好 きに な っ た り，

よ く協 力 した り， 信 頼 した り， 熱 中 した りす るの か不 思議 に

思 った こ とは な い だ ろ うか 。 人 々が こ の よ う に仲 よ くな った

りす るの は そ の人 た ち に愛 を示 そ う と して い るか らで あ る。

教 師 の場 合 は ど うか。 教 師 は生 徒 を愛 して い る と言 う こ と は

大 切 で あ るが ， そ れ よ り も生 徒 と一 緒 に熱 中 した り， 元 気 ず

けた り， 賞 めた り，認 め た り して感 化 す る こ とが 必 要 で あ

る。

生 徒 を 真 に愛 して い る教 師 は生 徒 の生 活 と活 動 の中 に入 り

こむ よ うに な る。 生 徒 は彼 らの 仲 間 が賞 を も らっ た こ とが わ

か る と 同時 に教 師 の心 か らのお 祝 い も き くこ とで あ ろ う。 ま

た誕 生 日だ とわか れ ば教 師 か らカ ー ドが 送 られ た り， 電 話 を
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かけられたり，特別のもてなしを受けたりするであろう。生

徒を真に愛 している教師は生徒の生活から孤立 した存在には

ならないであろう。ゲームやコーラスやバン ドや ドラマをや

った生徒には必ず 「よ くやったね」 という言葉がかけられ，

教師がいつも生徒のことを気にかけており関心をもっている

ことがわかるであろう。

教師が生徒に自分の愛を示すにはたくさんの方法がある。

たとえば教会の標準に従って生 きるよう，またいつも礼儀正

しくあるよう，法律を守 り正しい模範を行 うよう，最善をっ

くす ことに喜びを感ずるよう元気づけることなどである。 こ

のようにしてレッスンを補強する方法はい くらでもある。生

徒たちは教会の標準を守っていれば決 してひとりぼっちでは

ないし，馬鹿でものろまでもないことを知らせる必 要 が あ

る。教師は生徒の努力に対 して心か らの関心を示して励ます

ことができる。教師が生徒たちを正 しく認識 していないと生

徒からや る気を奪 うことになる。生徒がその着物や行いや態

度や出席において模範的なものがあってそれを教師が褒めて

やれば，生徒はどんなにか元気になり模範的な態度をもち続

けたいと思うことであろうか。なぜなら生徒の行動はあらか

じめ教師から認めてもらっているか らである。

よ く生徒が次のようなことを言っているのを耳にする。

「誰がそんなこと気にするというのだ。前にそんなことなん

か僕もやったけど誰 もありがとうと言って くれ苓かったよ」。

人に感謝することは生徒を愛 している教師が決 して忘れては

ならない大切なものである。単なる 「ありが とう」という言

葉は老い も若きにも同様に効果がある。それには感謝の言葉

∫ｉｍ ρｌｌｃｅ

以上のものが含まれているのであって，その人が関心をもた

れ，気にかけられ，元気づけられること牽意味 している。

生徒を愛 している教師は教えるとは語るだけのことではな

いことを知っている。生徒は行動することによって学ぶので

あるから，愛する生徒にとって行動するということは欠 くこ

とのできないものである。

すなわちその行動とは生徒自身がすべ きものと，他の人に

やってもらうべきものとがある。それには生徒に教会の標準

を守って生活するよう元気づけた り，奉仕する機会を与えた

り，かれ らがやっていることを理解 したりかれらが大事な人

であることを皆から認 められてお り，また神に高められる力

も持ている神の子供であることを表わ した り，教師がかれら

のことをいつも気にかけていることを知らせることが大切に

なるのである。

救い主はペテロに言われた。 「あなたはわた しを 愛 す る

か」。ペテロは言った， 「わた しがあなたを愛することは，
画あなたがご存 じです

」。そうすると救い主はペテ ロに 「わた

しの小羊を養いなさい」と言われた。 ３回主はペテロに私を

愛 しているかとたずね られ， ３回ともペテロは主を愛してい

ると答えた。そしてその度ごとに主はペテロに何かを行うよ

うすなわち小羊を養 うように言われた （ヨハネ２１：１５～１７参

照）。

教 会の教師は生徒たちのために何かを行 うとすればそれは

かれらを愛することであり，かれ らを愛するためにはかれ ら

のために何かをしなければならないのである。

Ｄａｌｗ ｉｌｌＫ，Ｗ ｏｌｆｏｒｄ

｝
ア」

ｆ

■

ｆ 倉

き １」〆

１０ 月 の 聖 旬
大 人 日 曜 学 校

「そ こで私 ニ ー フ ァイ は， 私 の父 に 『私 は主 が 命 じた も う

た こ とを行 って行 う。 私 は， 主 が命 じた も うこ と に は， 人 が

そ れ を 為 し とげ るた め に前 以 て あ る方 法 が備 えて あ り， そ れ

で な くて は，主 は何 の命 令 も人 に下 した まわ な い ことを 承 知

して い るか らで あ る」 と言 った」 （１ニー フ ァイ ３：７）

子 供 日 曜 学 校

「あ な た が た め い め い も
， も し心 か ら兄 弟 を ゆ る さな い な

らば， わ た しの天 の 父 もま た あ な たが た に対 して ， そ の よ う

にな さ るで あ ろ う」

（マタイ１８：３５）
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若人 のペー ジ

そ れ は 誰 れ に で も 起 る

メ ア リー ケ ン ワ ー ジー

、。 エームスは車庫に車を入れたがそこでちょっと坐った。
ソ 彼の精神状態はまだ直 ぐに家に入

って両親に会える状態

ではなかった。色々な事があまりにも短期間の内に起ったの

でまず自分自身でゆっくりと考える余裕が必要だった。

夏，家か ら離れている間にジェームスに重要な事が起った

のである。これは彼自身全 く予期せぬ事だった。ジェームス

はこれをどうやって両親 に理解させた らよいかわからなかっ

た。これまでの彼の生 き方はいい加減だったが現在はちが う。

ベッキーは素晴 らしい少女だった。ジェームスは彼女を愛

していたに違いない。だが先週土曜日の夜起った事はこの愛

とは何 も関係がなかった。これは今まで彼が知 らなかった不

思議な力，強烈な力だった。いや，それをベ ッキーのせいと

思 う事は出来なかった。おそ らくあの様 な状態だったら誰れ

であっても起 り得た事だった。以前彼はあの様な多勢の人々

からあの様な影響を うけた事がなかった。あの人達は自分が

今まで受けてきた人生観よりはるかに多 くの事を教えて くれ

た。ジェームスはあの人達が持つ考え方を自分も持ちたいと

思った。 しかし彼は両親や自分の属する教会の教えについて

考えると不安な気持で一杯になった。あれやこれやと考えて

いる中に，彼は段々と事の次第をはっきりと思い 出 して来

た。

彼はある会社のパーティでベ ッキーに会った。彼はべ ッキ

ーをとても素晴 らしい女の子だと思った。それまで彼はこの

事 に気 が 付 か ず に， 彼女 とパ ーテ ィな どの デ イ トを 重 ね て い

た。 ジ ェ ー ム ス はパ ーテ ィに 魅 せ られ て しま っ た。 パ ー テ ィ

に 出席 して いた 人 々 は皆親 切 で， 彼 を喜 ん で受 け入 れ て くれ

た。 彼 は彼 らの もよ お す 他 の 活動 に も参 加 した い と願 っ た。

彼 らが とて も親 切 だ った か らで あ る。 ジ ェ ー ムス の考 え方 は

除 々 に だが ， 着 実 に こ の グル ー プの人 々 の考 え方 に導 かれ て

行 っ た。 そ して あ る土 曜 日 の夜 の 事 ， 全 く避 け られ な い事 が

起 き た。

だ が彼 は そ の時 非 常 に幸 せ だ った。 そ れ に もか か わ らず こ

の状 態 は ど う した の だ ろ う。

ジ ェ ー ム ス は家 に入 る前 に お祈 り しよ う と思 い つ い た。 お

祈 りの言 葉 は ぎ こち なか っ た。

「神 よ
， 家 族 の者 が私 をわ か って くれ ま す よ うに … …」

す る と彼 に新 しい 勇気 が わ いて 来 た 。 な す べ き事 を して し

ま う と決 心 を変 え る わ け に は いか なか った 。 こ こま で来 て決

心 を変 え る心 要 は な か っ た。

彼 は車 か ら降 りて家 に駆 け込 ん だ。 家族 にあ い さつ を して

か ら話 し始 め た が 目 に涙 が あふ れ て来 た。

「お母 さん
， お父 さ ん， 僕 が して 来 た事 を 話 して 理解 して

い た だ け るか ど うか判 りませ んが ， 実 は今 ま で 教 わ って来 た

こ とに さか ら う こ とに な っ て しま うん で す 。 で も， そ れ は よ

く考 え た末 に した事 な ん です 。 僕 は モル モ ン のバ プ テス マを

受 けま した 。」
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ドゥウ ェインは法律書や教会の書物を勉強する時に，

先 にゴムの付 いた棒を くわえて本のペー ジをめ くる。

ウウェイン ・シュデクムの３７年の生涯に多 くの福音の教ド

えが美 しく説明される。彼の生涯はともすれば多 くの人

が自暴自棄となってしまうような不具に見舞われなが ら優れ

た業績を残 したユニークな生涯である。

ドゥウェインは１５年前首から下，全身に麻痺障害を起 して

以来不具 と闘って来たが，その間教会で四つの責任を果 して

来た。定員会教鮪，求道者 クラスの教師，福音の教義 クラス

の教師 （５年間），そしてサンジェゴ ・イース ト・ステーキ

部 エル ・ゲヨン第 ３ワー ド部の日曜学校副会長などの責任

である。彼はこれ らの召 しをいつも心よ く受けて来た。

また麻痺障害を起 した後弁護士を開業 した。彼はそのため

サンジェゴの夜間大学で法律を四年間専攻 し，二年前の六月

に優秀な成績で卒業 した。彼のクラス ・メー トの一人はクラ

ス全員が ドゥウェインに非常な賞讃をお くったことを思い出

すと言っている。

彼は一年前，カリフォルニァ州で弁護士試験にパス し開業

を認可 された。 この試験に合格するのは容易でなかったが，

彼は自分に肉体的欠陥があるか らといって特別な考慮を受け

たわけではなかった。 この試験の合格率は受験者の５９％以下

という厳 しいものであった。こうして彼は法律事務所を開設

したのである。

その１４年前， ドゥウェインは自信にあふれた新婚早 々の海

軍パイロットだった。彼の前途は大海の如 く洋々と開けてい

た。兵役を終えてから彼は学校を出て仕事に就いたが，その

二年後彼は小児麻痺 と闘わねばならない身となった。麻痺は

少 しずつ彼の肉体を侵 して行った。彼は死の恐怖にさらされ

るという堪えがたい苦悩に直面 した。

今や何を頼 りにすべ きだろうか。彼と妻のエメラル ドは信

仰 と勇気 と悟 りを確かにす るというチャレンジを 与 え られ

た。エメラル ドは病院で療養す る不具者の中には人生 の目的
り じ

ワ

を持たないがために死んでしまう例がしばしばあった事を思

い出す。 この点 ドゥウェインは恵まれた事に永遠の前進を教

える素晴しい末 日聖徒の教義の中に生き， これが彼を生か し

たと言っている。

覧

行為と態度

我々は行為を見て人を判断する。なぜなら行為はその人の

重要な一部だか らである。行為に態度によって決まる。

ドゥウェインは 「我々は自分のためにも他人のためにも我
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々の最善を尽 くして学び行 う義務がある」と信じる。法律を

学び教会の優れた働き手となろうとする彼の希望 と計画から

その思想を知 ることが出来る。

ドゥウェィンは優秀な頭脳と強い決断力を持ち合せたが，

不具のために多 くの障害に会った。帰還軍人本部では彼が不

具なために業を続ける事が出来ないと判断 して学資金を援助

出来ないと通告 したが，彼は，二，三の授業を無事にやり遂

げたら法律学校進学に対する証明書を出 して くれる様に事務

所に再検討を要請 した。彼は勉強 し始めた。勉強の習慣は簡

単だった。ただ陰ひなたなくいつも勉強するだけだった。在

学中の彼の日課は，朝早 く起きて妻が娘を学校に送 り出す前

に勉強 し，次いで身体を洗い，ひげをそり，朝食をとる。そ

して昼まで勉強 し，昼食後少 し休んで再び勉強する。晴れた

日の午後はたまには中庭へ出て休むこともあった。

ドゥウェインの在学中，家族の人達は広いホールと入口，

階段の代わりにななめの坂をつ くった りして彼の不 自由さを

軽 くした。 ドゥウェインの寝室にはちょっと見ると床屋の椅

子の様に見える特製の振動ベ ッドがあるが，これは彼の横隔

膜が麻痺 した状態にあって自力で呼吸するのが難 しいためこ

の機械で身体を振動させ筋肉を刺激させて肺に空気を送 るた

めの装置である。このため彼が呼吸する時には空気吸入の音

が他人に聞き取れる程だが，話をするには差 しつかえない。

睡眠中楽に呼吸出来る様に夜の間もそれを振動 させて置 く。

勉強をする時には，身体と腕を支える トレイを前部に設け

その上に本を乗せて口にはページをめ くるゴム付 きの棒をく

わえる。

彼はそのようにして考え，顔をほころばせなが ら，すばや

く解答：を出す。彼がモーター付きの椅子に乗って家の中を追

っかけ廻す様子を話す時，妻のエメラル ドの顔は喜びに満ち

ている。

１５年にわたる教会の教師 としての経験から彼は次の様に自

分の教授方法を述べている。

１）まず教えようとする内容について調べ，これについての

アウ ト・ライン （概略）を準備 し，それに沿って教える重要

な点については記憶に頼 らず論理的に準備検討 しな くてはな

らない。記憶にばかり頼 ると内容は深みの無い味気ないもの

にな り勝ちだが，アウト・ラインを準備すれば誤った記憶に

よって話す心配がないばか りか， クラスでの時間を無駄に使

うこともな くなる。

２）彼はクラスで教える準備に毎週最低２時間を費す。普通

先生 というものは豊富な知識を持 っているけれど， こればか

りに頼 るべ きでない。

３）彼は論理的な表現 こそ大人らしいものだと考えてそのた

あに努める。

４）各 レッスンにキー ・ポイントを作 る。普通各 レッスンに

二つ以上のポイン トがあるとレッスン効果が半減 して しまう

か らである。

５）彼は祈 りをもってクラスに入る。 「教会でお祈 りなしで
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教えることの出来 る人は一人 もいない。秘 まこれを確信を持

って言 う事が出来る」 と彼は言 う。

６）ディスカッションを行 う場合は自発的な発言を待たずに

会員に呼び掛けては発言を求める。

７）彼は柔軟性に富んでいて時々問題を別の角度から検討す

る事 もある。

「私が教えていて非常に印象に残る事が一つあ ります。私

達は多かれ少かれ霊感を感 じるし，霊感な くして福音を教え

ることが出来ないとい うことです。霊感 は祈 りを通じて受け

られるものです」 と彼は言 う。

彼は必要な時他人に助けてもらう。例えば，長老の数を数

える際長老の一人が記録をとる。

シュデクム家族の車は油圧のジャッキを備えているが，彼

はこれで自分の体を押上げて車に乗 る。 このために彼 も自分

の体にブリ革をつけている。

この一家は 「落胆」と云 う言葉を数年前から使わないよう

にした。 ドゥウェインは言 う。 「自分はただ何か役に立つ事

をしたいと思 うだけです」と。

彼の妻 はこう言 っている。 「人が病気になるのはただ一つ

精神的な理由だけです。 ドゥウェインは普通の精神状態を維

持することが出来たんです。これには彼の人格 とユーモアの

センスが加わっていますが……」

彼は毎日 「勇気」を実証 している。 この 「勇気」 とは，障

害にもかかわ らず最善を尽す意志である。また彼は 「信仰」

を実証 している。 この 「信仰」 とは，努力を通 じてほとんど

不可能なことを成 し遂げることである。彼は 「福音を自分に

とりいれること」を日々実証 している。それは将来を決定す

る健全な態度である。

サンジェゴ ・イース ト・ステーキ部長のＪ・クリフォー ド

ワラス氏は 「ひどい障害はしばしば絶望を もたらすものだが

また丁度精練所の火の様にこれを通る人は素晴らしい人とな

るものです。

ドゥウェィンを襲った麻痺について も同 じ事が言えます。

私は彼が病気になる前か ら彼を知ってお り，彼が病気になっ

た夜に世話をし，その後ずっと彼の勇敢な闘病生活 と再起を

見てきました。今は彼の親友であり隣人でもあります。

生活の仕方，知恵，他人が自分を必要としているという意

識が彼の中に育って来ま した。私が彼の福音のクラスに出席

する時そのことが一番良 くわか ります。

クラスの生徒は，彼がいつも神の善と回復が真であること

を確固として証 しする時に， 自分に与えられるチャレンジを

学ぶのです。

問題は，自分が本来どういう立場にあるかを判断出来るこ

とである。彼の妻はこれも次の様に指摘 している。 「この世

の生活は全ての進歩のごく一部にしかすぎません」シュデク

ムー家は，イエス ・キ リス トの福音が幸福をもたらし逆境に

打ち勝たせる人生の道であることを発見したのである。」
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霊 界

年以上 にわたって，聖徒達が系図を集めて，各自の全家１

族が結び合わされる必要のある事を強調 してきました。

私達は教会の会員達の深い信仰 と，この価値ある仕事をな し

とげたいという望みを知 ってうれしく思っています。

ここで何について話そうかと熟考 していると，第六代大管

長ジョセブ ・Ｆ ・ス ミスの言葉が心に浮んできました。次に

彼が聖徒達に説教 した霊感あふれる話の中から一つを引用し

ま しょう。

「１９６８年１０月 ３日
，私は自室にこもって，聖典におもいを

いたし， この世の救いのために，神の御子がなされた偉大な

贈罪の犠牲，瞭い主を世につかわ した もうた御父と御子の大

いなる驚嘆すべき愛，そ して御子の賭罪と福音の教えに従順

に従 うこととによって，人類が救われ得 ることなどについて

熟考 していた。こうしているうちに私は使徒ペテロが初期の

聖徒達にあてた書簡を思い起 こした。

私は，聖書を開いてペテロ第一の手紙三章と四章を読み始

めたが，読んでし｛しくに従って次の章句に関して，以前感 じた

系 図

事 の な い ほ ど に大 き な感 動 を覚 え た 。

「キ リス トも
， あな た が た を 神 に近 づ け よ う と して ， 自 ら

は義 な るか た なの に不 義 な る人 々の た め に， ひ とたび 罪 のゆ

え に死 な れ た 。 た だ し， 肉 に お い て は殺 され たが ， 霊 に お い

て は生 か され たの で あ る。 こ う して 彼 は獄 に捕 われ て い る霊

ど も の と こ ろに下 って行 き， 宣 べ伝 え る こと を され た 。 これ

らの 霊 とい うの は ，む か し ノア の箱 舟 が 造 られ て い た 間 ， 神

が 寛 容 を も って待 って お られ た の に従 わ なか った 者 ど もの こ

とで あ る。 そ の箱 舟 に乗 り込 み ， 水 を 経 て 救 わ れ た の は わ ず

か に 八 名 だ け で あ った 。」 （１ペ テ ロ ３ ：１８～ ２０）

「死 人 に さえ福 音 が 宣 べ 伝 え られ た の は
， 彼 らは 肉 に お い

て は人 間 と して さ ば きを 受 け るが ，霊 に お い て は神 に従 っ て

生 き るよ うに な る た めで あ る 。」 （１ペ テ ロ ４ ：６）

書き記されていることを熟考していた時，理解の目が開け

て主の 「みたま」が私にとどまった。私は大いなる者や小 さ

い者の死者の群れを見た。そして肉に在った間にイエスの証

詞に忠実であった義しい霊たちが一つ所に無数に集まってい

た。これ らの者は神の御子の大いなる贋罪に似た犠牲を払い

瞭い主の御名を引きうけて苦難をうけた人々であった。これ

らすべての霊達は，天父なる神とその独 り子イエス ・キリス

トとの恵みによって栄えある復活の望みを固 く保ってこの世

を去った霊であった。

彼らが歓喜に満ちて解放される日の近いことを共に喜び，

神の御子が霊界を訪れて死の縄目か らの贋いを宣べ伝えられ

るのをいっしょに待ちかねているのを，私は見た。骨は己が

骨にかえり，筋肉と肉とはそれにつき，眠れるちりはその形

をすべてもどして完き喜びを受けるために，彼 らの霊 と肉体

はもはや分かたれないように結合されねばならなかった。

おびただしい数の義人たちが死の鎖をとかれる時の来たこ

とを喜んで話 しあらていると，神の御子が現われて，忠実で

あったとらわれ人に自由を叫び，彼らに永遠の福音，復活 と
じ

全人類にわたる堕落よりの瞭い，悔い改めによる個人の罪の

瞭いの教義を宣べ られた。 しか し御子は悪人のところへ行か

ず，主の御声は肉に在った時に自らを汚して神を恐れずに悔

い改めないでいる者たちの間にもあげられなかった。古代の

予言者 らの証詞と警告を否んだ不従順な者たちも，御子の御

声を聞かず御姿を見ずその面を仰がなかった。

彼 らは暗やみに支配されていたが，正しい人々の間には平

安があった。聖徒たちは瞭いを喜んで，死 と地獄の鎖から解
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放 して下さった瞭い主，神の御子を知ってひざまついた。主

の御前から輝き出る光は彼 らをおおって，人々の顔は輝きに

満ち，彼 らは聖なる御名に讃美を うたった。

主は真理を拒んだ不従順な者や悪人たちの間に行 ってお教

えにならないことを知った。 しか し主が義人の中から御自分

の軍勢を組織 して使いを指名なさり，彼 らに力と権威を与え

て，あらゆる人の霊のところへ福音の光をたずさえて行 くよ

うにとお命 じになるのを私は見た。 こうして死者に福音が宣
てヒ 　

べ伝え られた。そして選ばれた使いたちは，主の受け入れ ら

れる日を宣べ伝え， とらわれている人々に解放を叫ぶために

自らの罪を悔い改めて福音を受け入れるすべての人々のもと

へ出て行った。こうして，真理の知識なく罪あるままに死ん

だ者や，予言者を拒んで罪のうちに死んだ人々に福音が宣べ

伝えられた。彼 らは，神への信仰，罪からの悔い改め，罪の

許 しをうけるための身代 り．のバプテスマ，按手礼による聖霊

の賜物，および，彼 らが肉にあっては人によって裁かれても

霊にあっては神によって生かされる者 となるために知 らねば

ならぬ福音の原則をみな教え られた。

そのようにして小さき者にも大いなる者にも，忠実なる者

にも不義なる者にも，十字架の上での神の御子の犠牲によっ

て瞭いの及ぶことが知 らされた。肉に在 って主を証 しした忠

実な予言者たちの霊が，反逆 と罪ゆえに主御自身 と接す るこ

とめできない死者たちのところへ瞭いのおとずれを伝えて，

彼 らもしもべの導きと恵みを通 して主の御言葉を聞くように

と，霊界におられた照い主が しもべたちに教えをたもうて準

備をなさったことが知 らされた。

この偉 大 に して力 あ る数 多 くの 義 人 の群 の 中 に は， 最 も老

い た る者 ， すべ て の 父， 父 祖 ア ダ ム と，真 の生 け る神 を拝 し

て信 仰 あ つ く生 き た代 々 の娘 た ちを 従 え て ，栄 光 に満 ち た母

な るイ ブ もい た。 最 初 の殉 教 者 アベ ル や ， 父 ア ダ ムに生 き う

つ しで 力 あ る者 ， そ の兄 弟 の セ ツ もい た。 洪 水 を警 告 した ノ

ア， 大 祭 司 セ ム， 信 仰 の父 ア ブ ラハ ム， イ サ ク， ヤ コブ， イ

ス ラエ ル に偉 大 な律 法 を伝 え た モ ーセ ， そ して ， へ り くだ る

人 々 を受 け入 れ ， と らわれ 人 に解 放 を 叫 ん で か せ の 下 に あ る

人 々に扉 を 開 き た も う救 い主 が 油 を そ そ が れ た こ とを予 言 し

た イ ザ ヤ も， そ こに い た。

さ らに示 現 で生 者 と死 者 の復 活 の 時 に 再 び 肉 を着 る枯 れ た

骨 の谷 を見 せ られ た エゼ キエ ル ，末 の 日に 建 て られ て もは や

滅 ぼ され る こ と も他 の民 に侵 され る ご と もな い 神 の， 王 国 を
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予見 して語 ったダニエル，変ぼうの山でモーセと共にあらわ

れたエライヤス，モロナイが予言者ジョセブ ・ス ミスに語っ

たと同じく，主の大いなる恐 るべき日の来 る前に，エライジ

ャが訪れることを証 しした予言者マラキもそこにいた。

予言者エラィジャは，主の来 られる日に全地がのろいをも

ってことごとく撃たれることのないように死者を購い子孫を

先祖に結び固めるため，時満ちたる神権の時代に，主の神殿

でなされる偉大なみわぎを先見 して，先祖になされた約束を

その子孫の心に植えつけるという使命を持っていた。

彼 らをまじえてずっと多くの霊たちが集まってお り，ニー

ファイ入の間に住み，来たるべき神の御子を証 しした予言者

たちさえもその中にいて解放されるのを待ち望んでいた。な

ぜなら死者は長い間自分の霊が肉体から離れていることを束

縛 と考えるからである。主は彼 らに教えたまい，御父の王国

に入って不死不滅と永遠の生命の冠をいただき，そこで主に

約束された働 きを続けて，主を愛する者に用意されているす

べての祝福にあずかるよう，主の復活の後に墓よりいで来る

能力を彼らに与えたもうた。

時満ちた時代にいで行 き，神殿を建て，死者の救いの儀式

をふ くむ末 日の大いなる業の基いをすえる働きにたずさわる

ためヒとっておかれた。予言者ジョセブ ・ス ミス，私の父ハ

’イラム ・ス ミス，ブリガム ・ヤング，ジョン・テイラー，ウ

ィルフォード・ウッドラフ，その他の選ばれた霊たちも霊界

にいた。また高貴にして偉大なる霊たちの中に，はじめに教

会の指導者 となるべく選ばれた人々がいるのを見た。彼 らは

世に生まれる前，他の多くの人々と共に霊界において教えを

受け，人の身と霊の救いのために主のぶどう園で働 くよう命

じられる時にいで行 く備えをしていた。

私はこの神権時代の信仰深い長老たちが死ぬべき世を去っ

た後に，死者の住む広い霊界で暗黒のうちに罪の重荷を負っ

ている人々の問に行き，神の生みたもう独 り子の犠牲による

腰いと悔い改めの福音を説 く業を続けるのを見た。悔い改め

た死者は神の家の儀式に従順であることを通 して償いを為す

であろう。そ して犯したとがの罰を償い終えた後，彼 らは清

く洗われてその働きに従 って報いを受ける。彼 らは救いを受

け継 ぐ者だか らである。

これが私に啓示された死者の救いに関す る示現である。私

はこれを記す。この記録が真実なことを私は知っている。そ

れは，主なる救い主イエス ・キ リス トの恵みによる。アーメ

ン」 （ＧｏｓｐｅｌＤｏｃｔｒｉｎｅ福音の教義 Ｐ．５９７～６０１）
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匿

老 い た 漁 夫

メ ア リ ー バ ー デ ル ズ

達の家はバルチモアにある ジョンズホプキンス病院の入 口の私

前 の通 りをまっす ぐ横切 った ところにあ った。私 達は階下 に

住 んで二階 の部屋は診療所の外来患者に貸 していた。

ある夏の夕方，私が夕食の準 備を していると， ドアを ノ ックす る

音が した。 ドアを開け るとそ こには実 に恐 ろ しい形相の 老 人 が い

た。

「まあ， この人 は私 の ８歳の時の背 とほ とん ど変わ らないわ」私

はその腰 の曲が った， しわのよ った老入を見てそ う思 った。

しか も彼の顔は赤 く皮がむけてはれた ものでいびつ にな り，ぞ っ

とす るよ うな顔つ きであ った。

しか し，彼 が次のよ うに言 った時 その声 は楽 しそ うだ った。 「お

はよ うございます。私 は一晩 だけ泊 まる部屋を探 しに来たのです。

私 は今朝東 の方 にある海岸か ら治療を受け るために来たのです。 そ

して もう明 日の朝までバ スがないのです。」

彼は昼か らず うっと部屋 を探 しているのだがまだ見つか らない と

話 した。 「それは私 の顔 のせいで しょう。私 が恐 ろ しい顔 をしてい

る ことは知 ってお ります。 しか し，医者 はも う少 し治療が必要だ と

言 うのです 。」

一瞬私 はため らったが次の言葉を聞いて納得 した
。 「私 は入口の

ところで この揺 り椅子で眠 ることができます。 バスは明 日の朝早 く

発 ちます 。」
’私 は彼

にベ ッ ドを探 すか らその間 しば らく入 口のと ころで休んで

い るよ うに と言 った。 それか ら私 は中 に入 り夕食をす ませた。私達

は用意 がで きてか ら，その老入 に仲問 に入 らないか とたずねた。

「いいえ，結構です。私 は沢山です」 とい って彼は茶色の紙 袋を

と りあげた。

私は皿を片付けてか ら数分聞彼 と話そ うと して入 口の方へ 出てい

った。 その老人が小 さな身体 につ め こむ ことので きな いほどに大 き

な広い心を持 っている ことがす ぐにわか った。

彼 は娘 や孫 たちや，背中の傷か ら直 る見込み もない不 具にな って

しまった娘 の夫 の生活 を支え るために魚を とっていた と語った。

彼 はその ことを不平の口調では語 らなか った。 そのほかの言葉 も

神 の恵み に対す る感謝では じま っていた。彼 は 自分 の病気が全然苦

痛 を伴わないのを感謝 していた。 それは明 らかに皮膚 ガ ンの一種で

あ ったが，彼 は生きてい く強 さを与 えて くれ た神 に感謝 していた。

就寝 時に，私達 は彼 のために子供部屋 に簡易ベ ッドを おいた。私

が翌朝起 きてみると，ベ ッ ドの リンネル敷布は きれいにたたんであ

って，その小 さな老人 は入 口の外の ところにいた。 彼は朝 食を こと

わ ったが，乗 るバ スが 出発す る直前，ため らいなが ら，大 きな助 け

を求 めるように言 った。 「この次治療で来なければな らな くなった

ときまた ここへ来てお邪魔 して もよろ しいで しょうか。 あなた には

少 しも御迷惑はおかけ しないつも りです。私 は椅子で よ く眠 れ ま

す・彼は ち・・と嘩 紳 てか らさ ら１・つ け加 えた． 「あ なたの子 ’

供 さん達 は私を くつろがせて くれま した。 大人 たちは私 の顔がいや

な ようで したが，子供達 は気 にしていないよ うで した」私 は喪 がま

た来た ときも歓迎 する ことを話 した。 そ して彼 がその次 に来 たのは

それか ら七 日位 た った朝 であった。彼 は贈物 と して，一匹の大 きな

魚 と私 が これまで見 たうちでい ちばん大 きな カキを一 クオー ト持 っ

て きて くれ た。彼 はその朝 こち らへ来 る直前にそのカキの殻 を取
っ

て きたばか りだか らまだ新鮮で おい しいで しょうと言 つた
。私 は彼

の乗 って きたバスは朝 ４時に発 つ ことを知 っていたので
，殼 を取 る

には何 時に起 きなければな らなかっえ ろうか と考えた
。

数年 間ρ うちに彼 は何 回かや って来て私た ちと共 に夜を過 ごした

，魁 いつ も魚 やカキや 自分の庭で とれた野菜な どを もらて きて くれ

た。 ．・∴．．．．・．．．琵

郵便で小包 を受 けとる時 にはいつ も速 達便であ った。魚 やカギが ’

葉をていねいに洗 った新 鮮なホ ウレンソウやキ ャベ ツの入 った箱 に

入れて包装 してあ った。 それを郵 便に出す ために彼 は ３マイルも歩

かなければな らない ことや ，彼が わずかの お金 しか もっていない こ

とを知 ってか ら， その贈 物は二倍 の値 うちのあ るものにな
った。

これ らの小 さな思 い出の品を受 け取 った時，彼が最 初に来て翌朝

去 って いった ときに私の家の隣の人が言 っていた ことを しば しば考

えた。隣人は こう言 った。 「あなたは昨夜 あのおそろ しい顔 を した

人を泊めてや ったのですか。私 は追 い払 ってや りま した。あの よう

な人を泊めた りすると部屋 を借 りる人が な くなって しまい ますよ」

おそ らく一度 か二度 ほどそ う言 われた ことがあ った。 しか し，彼

らがあの老人 をよ く知 って いたな ら，そんなに も気に病 む ことはな

か ろうに。家族が彼を知 った ことにいつ も感謝 しているのを私 は知

ってい る。私 達は彼 か ら，悪 い ことは不満 を持 たずに受 け入れ
，良

い ことは神 に感謝 して受け とる ことの何で あるか を学んだ
。

最近私 は温室 をもって いる一人 の友人を訪ねた。彼女が私にいろ

いろな花 を見せて くれていた とき，私達１まその うちで もっとも美 し

い花の前 に来た。花がま っ盛 りの金色の菊だ った
。私 が とて も驚 い

た ことには，それは古 ぼけてへ こみ，さびで腐 りかけたバ ケツの中

に育 っていた。私 はひ とりで考 えた。 も しこの花が私の ものだ った

ら私 は これを一番 きれ いな容器 に植 えるだ ろうと。だが友人の言葉
．は私 の気持 を変 えた

。
　し

「私 は鉢 をどれ に しようか と少 し考 えま した
。そ して この花 が ど

んなに美 しく咲 くか知 っていたので・ この古いバケ ツに植 えて も苦

にな らないだろ うと思 ったのです。 この花 を庭に出せ るよ うになる

まで ほんの少 し しか経 っていないのですよ」．

彼女は，私がその時 とて も楽 しそ うに笑 ったので，け げん に思 っ

た にちがいない。 だが私 は天 における次 のよ うな光景を想像 して い

たのであ る・ 「ここに一つ のひ ときわ美 しい霊が ある」 と神はあの

漁 夫の霊 の ところに来て言 った にちがいない。 「彼 は この小 さな身

体 に入れて も気 にす まい」

しか しそれ は現在の ことではな く，ず っと前の ことである。 この

美 しい心 を持つ人 は神の庭で どんなに堂々 と立つ ことであろ う。
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伝 道 部 長 メッセ ー ジ

愛する兄弟姉妹

私は姉妹 と共に，大阪の西中央地方部大会と東京の東中央

地方部大会に出席できま したことは非常な光栄であったと喜

んでおります。

大会のスピリノトを満喫 し，皆さんのすば らしい証詞を聞

いて，私達も強められました。

会衆の皆さんと会員たちの明るい笑顔を拝見 した時， 「ζ

こにこそ教会の未来の指導者， 日本の未来の指導者がいる」

と感 じま した。これらの立派な若い方々は，すでにその能力

を示されたように，真の指導者になるでしょう。 しか し，全

教会員の模範がなければそうなることはできません。若い人

々の，両親や家族のほとんどは，まだ教会に入っておりませ

ん。全ての会員 （特に教会の長老）かその家族を導 くこと，

すなわち相談に乗 り，指示を与えることができるようになる

必要がここにあるのであります。この実現のために，私たち

はみなこぞって福音を実践 し，研究 し，説きすすめなければ

なりません。私たちは本当に世の光となる必要がありますが

正しい模範によって必 らずや世の光となるに違い あ りま せ

ん。最近，あるかなり年配の方が福音を求めてお られ ま し

た。二人の宣教師は， この人 こそ大切な人と確信したので，

熱心に教会へ連れて行 こうとしました。そして もうじきバプ

テスマを受ける準備ができるところでした。ところがこの人

と宣教師が教会に入ろうとしていた時に，二人の教会員か何

か福音について議論をして，非常に声を張 りあけ て い ま し

た。その求道者は何 も言いませんでしたが，翌朝早 く宣教師

が戸口に彼の書きおきを見つけました。その人はもう来ない

と書いてありました。宣教師が教えてくれたメソセージは彼

がずっと探 し求めていたものですが，教会員がその教えに従

っていなければ残念なが らこれは彼にとって正しい教会では

ないと言 うのでした。言 うまでもなく，長老たちはがっかり

しました。そして，その人が戻って来るよ うに祈っておりま

す。彼は真理を求めていました・・… 私達は真理を知っている

５２

、

日本伝 道部 長 ウ ォ ル タ ー Ｒ．ビ ル ス

な ら，それについて論争 したり，声を荒立てて議論をしたり

する必要はないのです。

真理が私達に平安と喜びをもたらす時に，世の人々は私達

の人となりによって，私達が真理を持っていることを知るの

であります。

教 会 の会 員 で あ る こ とに お い て は ，世 界 の他 の い か な る所

で も， この 日本 に おい て も， 少 し も変 る と ころ が あ り ま せ

ん。 私 達 は み な天 父 の子 供 達 で あ り， か って 神 と共 に住 み，

自 らの選 び に よ り御 子 に従 って 更 に進 歩 を す るた め に この地

上 へ や って来 ま した。 イ エ ス ・キ リス トの 福 音 は ど こに住 ん

で い よ う と も， 誰 れ が教 え られ て も， 全 く同 じもの で あ りま

す 。救 い主 が この地 上 に来 られ る前 に， 誰 れ で もみ な ， この

福 音 を い つ か は 聞 か な け れ ば な りませ ん。

多 くの人達が来年神殿へ行 く準備をしています。いつの日

か，全ての人が，予言 されたように日本の神殿に行 く機会に

恵まれるで しょう。 しか し，神殿に入 る前に，私達は生活を

整えなければなりません。その時に天父と交わす聖約により

もたらされる恵みと祝福 に備えなければなりません。
一致和合するところに力があります。私達はみな主の側に

立 って生きるべき道に生き，学ぶべきところに従って福音の

神髄を学び，なすべき方法によりそれを説 くならば，なし遂

げられない事は何一つないのであります。

「永遠 の 命 とは
， 唯 一 の， ま こ との神 で い ます あ な た と，

ま た， あな た か つ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを 知 る こ と

で あ ります 。」

この 人生 一代 で完 全 な生 活 をす る こ とは ほ とん どで き ませ

ん 。 しか し， 兄 弟 姉 妹， 私 達 の一 人 一 人 が ， 天 父 が 完 全 で あ

られ る よ うに完 成 へ 向 って大 い に 努力 す る こ とを私 は祈 って

止 み ませ ん 。



伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

日本沖縄伝道部長 エ ドワー ド ユ キ オ 岡 崎

愛する兄弟姉妹のみなさま

私たちはこの美 しい日本へ来 ることができて本当にうれ し

く思います。強い信仰と証詞を持っておられる聖徒や宣教師

の方々にお会いして，私たちは多 くの励ましをいただき象し

た。大阪や東京の空港に着いてみなさまの暖かい歓迎を受け

た時以来，私たちの心は感謝と愛に満たされてい象す。日本

の人々は祝福された民であり，日本は祝福された土地であり

ます。

新 しく開かれた伝道部で働 くことは，私たち家族一人一人

に与えられたチャレンジであります。地方部や支部の指導者

のみなさまに教え助けていただかねばなりません。みなさま

方は親切に忍耐をもって私たちを助けて下 さいました。みな

さまへの感謝 と愛をあらわす言葉 もありません。私たちがみ

な さま を い か に愛 して い るか， イ エ ス ・キ リス トの 福 音 を い

か に愛 して い るか を， この後 私 た ち の行 な い に よ って 知 って

い た だ き たい と願 って お りま す。

こ の 日本 が ， イエ ス ・キ リ ス トの福 音 に改 宗 した人 々 に と

っ て最 も大 い な る国 とな るよ う， み ん な い っ し ょに働 き ま し

ょ う。 た だ聖 徒 と宣 教 師 の努 力 を 通 して の み， それ が成 し遂

げ られ ます 。

私 た ち の天 父 の 「み た ま」 が み な さ ま一 人 一 人 の上 に あ り

ま す よ うに， そ して み な さ ま の ご家 庭 の中 に豊 か に 宿 りま す

よ うに … … ， そ れ に よ っ て私 た ち が兄 弟 姉 妹 や 日本 の まだ福

音 を 知 らな い人 々に ， い つ も 「モ ル モ ニ ズ ム」 の幸 福 の 光 を

与 え る こ とが で きま す よ うに … … …。

Ｉｌｌｌ，川 川 ＩＩＩＩ，、ＩＩ、＿ Ｅｉｌｌ＿ ＩＩＩｌｉｌ川 Ｉｌｌｌ１１１１１１．ＩＩＩ、ｌｉ｛ＩＩＩＩＩＩ、Ｉｌｉト１照 ＩＩＩ．，，Ｆ［ＩＩ＿ ｉｎ ＬＩＩ．ＩＩＩＩＩｌｉｉｉｉｉｌｉＬ－ ＩＩＩ－ ｌｈ ｌ－ １ＬＩＩｉ川 １１・１・ｌｌｈ ・・１・ｌｉｉｉ・ ＩＩＩ・ＩＩＩＩＩｉｉｉｌｌｌ・ｌｌ・・トト・一 ｉ・ｌｌｌ－ １・１・ ［１［：ｉ：ｉｌｌｌｒ・１！・ｌｌ．・１・ｌｌｌｌｌ－ １・ ｉｌトｌｉｌｌｉ１・．・Ｉｌｉ一 ・ｌｉｌ［Ｉｌｌｌ一 ・１…；１！・ｉｉ’・… 脚１’Ｒ ’’” ｉｉｌ…… ＬＩＩＬＬ… ・幽［１ト… Ｌ』 ’”・’ｌＬ隔 ” ’

日本沖縄伝道部で働 く

日本人宣教師

後列左から

早坂長老 伊藤姉妹 島崎姉妹 雨宮姉妹

鷹野姉妹 本多長老 石坂長老

前列左から

青柳長老 内山長老 上野長老 伊藤長老

５３



甲一弓得 三」三一焦 一巳三一 二一．『 囚項 一一■Ｌ』乏ヂ「「． 一
コ

！ ウ ィ リ ア ム Ｊ．ク
ｌ ｌ

ニ ス トに な り， そ の後 ， 神 権 定 員 会 や補 助 組 織 の教 師 ， ワ ー

ド部 や ス テ ーキ部 のＭ ＩＡ役 員 ， ワー ド部 日曜 学 校 会 長 ， ス

テ ー キ部 高 等評 議 員 ， ステ ーキ 部長 ， 教 会 幹 部 の責 任 を務 あ

た。 彼 は救 い 主 の 神性 ， モ ル モ ン経 の真 実 な こ と， 予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの 神聖 な使 命 に つ い て， 教 会 員 で あ る とな い

と に かか わ らず ， あ らゆ る人 々に証 し した。

ク リ ッチ ロ ウ長 老 は ， 自分 の行 な い や聖 徒 との交 わ りに お

いて ， 正 義 とい うこ とを 心 に か け て い た。 彼 は こ ら しめを 必

要 だ と思 う事 柄 に も， た め らわ ず 注意 を 向 け た。 しか し聖 徒

た ち を叱 責 す る時 に も神権 の精 神 を示 し， 親 切 と愛 とを もっ

て 人 々 に接 した。

雄 弁 で 知 られ た ク リッチ ロ ウ長 老 は， 演 劇 に対 して も鋭 い

眼 識 を持 ち，数 々 の感 銘 深 い物 語 を語 りな が ら，福 音 の教 え を

生 き生 き と説 い た 。特 に若 い人 々 は彼 の話 を楽 しみ に して ス

テ ー キ部 大 会 で も彼 の話 す 時 に は， そ わ そ わ して い る子 供 た

ちや ，十代 の人 々が 熱 心 に耳 を傾 け る光 景 は珍 しくな か った 。

ク リ ッチ ロ ウ長 老 は 福 音 と共 に， まず 家 族 を大 切 に した。

も

リッチ ロ ウ Ｊｒ．長 老 逝 去 さ る

ウ ィ リァ ム Ｊ．ク リ ッチ ロ ウ Ｊｒ．長 老 の一 生 を通 じて の信

条 は この 言 葉 に よ く表 わ され て い る。 「幸 福 は奉 仕 の副 産 物

で す 。」

彼 は幸 福 に 満 ち た 人 で あ った。 生 き る こ とを喜 ぶ そ の精 神

は， 彼 を 知 りそ の影 響 を 受 け るす べ て の入 々 に光 を投 げ か け

た。 友 人 や 見 知 らぬ 人 に もい つ も勇気 を与 え る言 葉 を語 り，

あ らゆ る人 々 に暖 か い ほ ほ え み を与 え た。

ク リ ッチ ロ ウ長 老 の 幸 福 は ，福 音 の原 則 に従 う生 活 か ら も

た らされ た。 一 般 大 会 の 説教 で彼 は語 っ た。 末 日聖 徒 は，

「お しなべ て あ る性格 を持
っ て い る。 親 しみ は そ の うち の

一 つ で あ り
， 謙 遜 もそ れ に ふ くま れ る。 そ して私 が 非 常 に喜

びを 感 じる こ とは指 導者 た ちが親 切 で あ られ る こ とで あ る。

しか し， そ れ らに も ま して最 も顕 著 な の は， 幸 福 で あ る と

陰２麓誘 繁１繧 象：繋 窪禦欝諜 竃１’
霊 を 養 お うと大 会 に集 う彼 らは， 喜 ん で主 を礼 拝 す る。

彼 らは 幸 福 に違 い な い。 我 々 の天 父 の た も うた幸 福 の律 法

を 守 る彼 らは この 世 で 一 番 幸福 な人 々で あ ろ う。」

ク リッチ ロ ウ長 老 は， 人 と神 とに仕 え る， と い う幸 福 の源

を ， 自身 の うち に深 くた くわ えて い た。 彼 は生 涯 を 通 じて他

の 人 々に仕 え た。 生 まれ なが らの指 導 者 で あ っ た長 老 は た だ

組 織 に 属 す るだ け に と どま らず ， 数 々 の大 き な責 任 を 受 け

た。 彼 は す べ て の責 任 に心 と力 と熱 意 を そ そい だ。 ウ ェバ ー

州 立 カ レ ッジ の 自治 会 長 ， 校 友 会 長 ， 会 社 役員 ，病 院理 事，

ス カ ウ ト役 員 ， 商 工 会 議 所 議 長 ， ラ イオ ンズ ・ク ラ ブ会長 ，

そ の他 。

だが 長 老 は まず 第 一 に キ リス トの教 会 を 愛 し， そ こで忠 実

に よ く主 に仕 え た。 召 しを あ げ る と， １２歳 で神 権 会 の オル ガ

彼 は指 導 者 の地 位 に召 され た 神権 者 に勧 告 した。 「あ な た

方 の第 一 の義 務 は家 族 に対 して ， そ して そ の 次 に 召 しに対 し

て で あ る」。 宣 教師 を聖 任 す る際 に は こ う語 っ た 。「少 な く と

も週 に一 回， 両 親 に手 紙 を 書 き， あ な た が ご両 親 を愛 し感 謝

して い る こ とを知 らせ な さい 」

ク リ ッチ ロウ夫 妻 は， 共 に全 世 界 を旅 す る各地 に お いて 聖

徒 た ち に もす ぐ知 れ る ほ ど に， 互 い に愛 と思 い や り と尊 敬 を

抱 い て い た。 二 人 の息 子 と一 人 の娘 ， １５入 の孫 が あ る。

彼 はす べ て の子 供 た ちを 愛 して ，子 供 た ち に ひ とか た な ら

ぬ思 い を よせ て い た。 ク リッチ ロ ウ長 老 の葬 儀 に は， ウ ェバ

ー ハ イ ツ ・ス テ ー キ部 か らプ ライ マ リー に集 う ２１０人 の子 供

た ちが 集 ま っ た。 全 員 が 白 い服 を ま とい， 敬 け ん に， 静 か に

９０分 もの間 す わ って い た後 ，彼 らは 立 っ て， ク リ ッチ ロウ長

老 の好 き な 「わ た しは 神 さま の子 」 を合 唱 した。 そ の美 しい

歌 声 が タバ ナ クル にや さ し く響 きわ た っ た時 ， 人 々 は， そ れ

こ そ Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー副 管 長 の語 っ た言 葉 を 証 しす る

もの で あ る と感 じた。 タナ ー副 管 長 は ク リ ッチ ロ ウ長 老 を 評

て 「彼 の 一生 は世 に対 す る メ ッセ ー ジ で あ る」 と語 っ た。

ク リ ッチ ロ ウ長 老 の生 涯

１８９２年 ８月 ２１日 ：ユ タ州 ブ リガ ム 市 に ， ウ ィ リア ム Ｊ．お よ び

ア ン ナ ・グ レガ ー ソ ン・ク リッチ ロ ウの息 子 と して生 ま れ る。

１９２４年 ８月 ２０日 ：ソル トレー ク神殿 に お い て ， ア ンナ ・マ リア ・

テ イ ラー と結 婚 。

ユ９４１年 １２月 ７ 日 ：サ ウス オ グ デ ン ・ス テー キ部 の初 代 ス テー キ

部 長 に 支 持 され る。

１９５８年 １０月 １６日 ：十 二 使徒 評 議 会補 助 に聖 任

１９６８年 ８月２９日 ：ユ タ州 オ グ デ ンに お いて ７６歳 にて 逝 去 。
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１９４３年１０，月以来， 末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教会

の十二 使徒 評議員 会 々員 で あ り， ア イゼ ンハ ワー大

統 領 の就任 中 （８年 間）農務 長官 であ った エズ ラ ・タ

フ ト ・ベ ンソ ン長 老 は， その豊 か な才能 を も って多

年 教会 に尽 して こられた。 以下 はそ の略歴 で あ る。

。 １８９９年 ８月 ４日アイダ ホ州 ホイ ッ トニ ーに生 まれ

る。両 親 は南 ア イダ ホ初期 の入殖 者。 １８４７年 ７月

２４日， ブ リガ ム ・ヤ ング と共 に ソル トレー クに最

初 の開拓者 と して入 った エ ズ ラ Ｔ． ベ ンソ ン使

徒 は彼 の曾 祖父 で あ る。

Ｑ 若 い頃， スカ ウ ト活 動， 神 権活 動，補 助組 織 に活

発 に参加。 オ ネイ ダ ・ステ ーキア カデ ミー に入 り

後 に ローガ ンのユ タ州 立農業 大学 に学 ぶ。

。１９２１年 か ら１９２３年 まで英 国 に伝道 。帰 国後 引 き続

きブ リガ ム ・ヤ ング大学 に学 び， 優等 で卒業 し，

ア イオ ワ州 立大学 よ り奨 学 資金 を受 け る。 ここで

理 学修士 号 を受 け， 卒業 後 カ リフ ォルニ ア大学 に

働 く。

。１９２９年 か ら１９３０年 まで故 郷 ア イダ ホの農 業 委員 を

務 め， 一年後 ボイ スのア イダ ホ大 学 に新 らた に設

置 され た農業 経済 学部 の学部 長 にお され る。

・１９３３年 ～１９３７年 まで， ボ イス ステー キ部 長会 に あ

り， 翌 年 ステ ーキ部分割 に伴 い ボイ スス テーキ部

長 とな る。 ２年 後 ワシ ン トンに移 り， 首 都 の ワシ

ン トンス テーキ部 の初代 ステー キ部 長 と な り， ・

１９４３年十 二使徒 に召 され るまで その職 にあ る。

十 二 使 徒

ベ ン ソ ン 長 老 の

横 顔

。 ア イダ ホ農 業協 同組合 の組織 に尽 力 し
， その初代

理 事長 とな る。１９３９年春 ４，６００の協 同組合 グル ー

プか らな る連邦 農業 協 同組合連 合会 の会 長 に指 名

され る。以 来農業 とボ ーイ スカ ウ トの分 野で数 々

の諮 問委員 と して働 き， 現在 ア メ リカボー イス カ

ウ ト連 邦幹 部会 員， ブ リガム ・ヤ ング大 学理事 ，

世 界２０力国に工 場 を もつ コー ン ・プ ロダ ク ト社 を

含 む い くつ か の商 社 の取締役 を務 めて い る。

。１９４６年 １月 １５日， ロ ン ドンで ヨー ロ ッパ 伝道 部長

に召 され る。 当時， ヨー ロ ッパ の聖 徒 た ちは困窮

の状態 にあ り， ベ ンソ ン長老 は， 彼 らの霊的 な問

題 に対 処す るため に派 遣 され， 数 々の伝道 部 を再

開 し， 活発 な伝道 及 び組織活 動 を行 な った。 また

教 会 の福 祉計 画 を通 じて衣食 住 を供給 し， 聖徒 の

苦 しみを軽 くした。 この たあ彼 は１０カ月間 に’６万

マイル の旅 を続 け， 入 々を慰 め， 祝 福 を与 え， 彼

らを組織 して疹要 な援 助 を行 な った。 １９４６年 １２月

１１日 この召 しを解任 され る。

。 アイ ゼ ンハ ワー大統 領 は， ベ ン ソン長 老 の農 業 問・

題 に対 す る経験 だ けで な く， そ の きわ だ った才腕

を認 めて， １９５２年 に彼 の 内閣 の農務 長 官 に迎 え た

１９６１年 に教会 の責任 に全 面的 に復帰 され る。

。 十二 使徒評 議員 の責 任分 担 と してベ ンソ ン長 老 は

オ ー ス トリア，中央 ドイ ツ，北 ドイ ツ，南 ドイ ツ，

西 ドイツ， イ タ リー， ス イス伝道 部 の管 理者 で あ

ったが， この度 の変 更 に よ り極 東 の担 当 にな る。

。 フロ ー ラ ・ス ミス ・アムゼ ン姉 妹 と結婚， 二 男 四

女 の父で あ る。
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支 部 だ よ り
、

長 崎 支 部

全国の兄弟姉妹の皆さん，こんにちわ。

南国，長崎支部の近況を，お知 らせします。 ここ長崎で伝

道が開始されてからもう二年になります。その当時の改宗第

一号の大平兄弟が，このまえの大阪阿倍野の大会で大神権者

・になりました。新 しく開設 された支部で改宗 し忠実にアロン

神権の務めを果たし，大神権者 となったのは，彼が最初だと

思います。 これで大神権者は三名 （内一名は佐世保）となり

会員数 も三十四名 と増え大きく発展 しようとしています。各

補助組織の活動も少 しずつ活発になってお り，近 々には小規

模ながらホームティーチングも行なおうとしてお り，．完全な

教会のプログラムに近づきつつあ ります。若い小さい支部 と

してのはがゆさも時としてありますが，みんな元気に頑張ろ

うという意欲に燃えています。

大阪大会に出席した長崎支部の会貝たち

仙 台 支 部

東北の秋は早 く，稲の穂波がそろったかと思うと落葉が舞

い始める。清流広瀬川 も秋の影を宿 しは じめている。仙台支

部にとってこの秋は期するところが多い。その第一は，もち

ろん支部組織 と活動の充実だ。十一月の地区大会を具体的な

目安 として，地方部を組織する日のために十分な力量を蓄績

しておきたい。年内中に聖餐会出席百名の達成は可能だ。

それにして も教会堂の老朽と狭隆ぶ りはどうし よ う もな

い。雨漏 りも日に日に激 しさを加え，台風 シーズンの克服が

目下の急務。家庭集会室，クラスルームも組織は拡充 しても

増やせない。何としても新築せねば．／。 日本最初の， 自分達

の働 きで得た教会堂を持つ仙台の名にかけても， と目下建築

資金活動に力を注いでいるところ。その一つ，十月十日には，

本年第二回目の友愛セ」ル，バザーを計画。春のバザーで十

二万余の純益をあげた勢いにのってさらに資金を上績み し，

年内に何とか百万台の額に到達 したい。宣教師 も世界の切手

集めなどで熱心に協力しており，全支部一体 となっての大き

な成果が期待される。

お 知 ら せ

新年度のテキス トはもうお求めになりま

したか。左記の新刊を含めて沢山の本が

用意されていますので早めにお求めくだ

さい。

昇栄への道 ３６０円

家庭の夕べ ９０円

不死不滅と永遠の生命 １８０円

５６
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モ ル モ ン パ ヒ リオ ン

モル モ ノ ・パ ヒ リオ ノは １，０００平 方 メー トル の敷 地 に設 け

られ ， 建 物 は 二 階 建 て とな る。 一 階 は床 面 積 ３２２平 方 メ ー ト

ル で ， い くつ か の 事 務 所 と休 憩室 が あ り， さ らに 日本 庭 園 や

二 つ の池 か 設 け られ る。 階上 は床 面積 ５９８平 方 メ ー トル で，

中 に は四 つ の 展 示 場 と座 席数 ５０か ら７５の映 写 室 か 二 つ あ る。

床 面 積 は 延 ９２０平 方 メー トル あ り， 階 上 は 巨大 な柱 で さ さえ

られ て い る。

建 物 は 高 さ ８メ ー トル て， １５メー トル の塔 か 餐 兄て い る。

建 物 の構 造 は 鉄 筋 コ ノ ク リー ト木 造 て あ る。 １９６９年 ３月 ま で

に は工 事 か 開 始慧 れ る。 建築 費 は約 ７，２００万 円。

展示場では壁画 と小さな立像を展示 し，講演か行なわれる。

Ｘ × Ｘ

真の宗教は幸福の探求に役立とうと努める。

し

私は何者なのか。

この世の目的は何か。

また死後 も生きるてあろうか。

幸福の探求こそ人の生き甲斐であることを確信 されよ。

イエス ・キリス トの福音は耳を傾ける全ての人に与えら

れる。

このような事柄か展示物 とフィルムを通して描き， くりひ

ろけられる。この人生の目的とさらに死後の偉大な目的を説

き明かすと私達は確信する次第てある。

＼
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ス ポ ー ク ン ワ ー ド

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エ バ ン ズ

徒

の

聴 く時 間 を とりな さい

我 々 は み な助 言 を必 要 と して い る。 助 言 を求 め るの に加 えて 他 に大 切 な こ とが あ る。

それ は， 我 々 が事 実 に つ い て の充 分 な知 識 を もっ て 人 に助 言 を与 え られ るよ うに ，聴 く

時 間 を と る と い うこ とで あ る。．ハ ニー ・ス トル ー ブ は言 っ た。 「私 は最 近 ，『聴 くこ と』

につ い て よ く考 え る。 … … 子 供 た ち が 『聞 い て くれ な い』 と こ ぼ し て い る言 葉 をあ な た

は どれ ほ ど耳 にす るで あ ろ うか。 そ して 『ど う して ほ しい の ？』 と答 え る母 親 が い か に

多 い こ とで あ ろ う。 ほ とん どの 子 供 た ちは 実 際 に何 か を して ほ しい の で は な く， た だ話

しあ っ て心 をか よい あ わせ た い だ け な の で あ る」。子 供 や 若 人 や 他 の 人 々 に対 して聴 く時

間 を と る こ と。 … …彼 らは ， 性 急 な 答 え しか 得 られ な い た め に助 言 を求 め る の を しぶ る

こ とが あ る。 あ る人 が 語 っ て い る。 「我 々両 親 が よ く，今 は忙 し い， とい うの は なぜ な

の か。 子 供 とい う も の は 木 の 間 か ら射 す 太 陽 の光 の よ うに ，今 こ こ に い る と思 う と次 に

は ど こか へ行 っ て しま う と い う こ と を ，我 々 は ど う して理 解 しな い の か」。忍 耐 を もっ て

語 り， 忍 耐 を もっ て 聴 く，喜 び を も ち ， 自 ら進 ん で ，性 急 に結 論 を出 す前 に充 分 に知 ろ

う とす る こ と。 … … … 彼 ら に話 させ て我 々 が た だ蘭 くだ け で ，彼 らが 冷 静 に な っ て確 か

な結 論 を 自分 で得 る こ と も あ ろ う。 しか し二 人 の 人 が 同 時 に しゃ べ り出 した り，互 い に

話 を は し ょっ た り， まっ た く話 し あ わ な か っ た りす る時 に は ，満 足 の ゆ く答 え を得 る の

はむ ず か しい。 た しか に 聴 くに は 時 間 が い る。 しか しす で に犯 し た失 敗 を正 す た め に も，

ま た時 間 は い るの で あ る。 ゲ ー リー ・ク リー ブ ラ ン ド ・マ イ ヤ ー ズ は願 っ た。

「愛 す る主 よ
， 私 を よ り良 い両 親 とな して下 さ い。 子 供 を理 解 し， 彼 らの言 う こ と を忍

耐 を もっ て聴 き ，質 問 す べ て に 親切 に答 え る こ と をお 教 え下 さ い６ 私 が彼 らを さ え ぎ っ

・た り
， 反論 した り， 否 定 した り しな い よ う に… … ，私 が彼 ら に求 め る と同様 に礼 儀 正 し

く， て いね い に ， 彼 ら に対 する こ とが で きる よ う に して下 さ い」 。 あ ま りに 多 く誤 解 し，

ま ち が うた め ， そ して あ ま りに少 し しか聴 く時 間 を と らな い ため ， な され るべ き助 言 も

満 足 に な され な レ㌔ 最 近 こ う い うこ とが 言 わ れ た。 「鍵 は 意 志 の疎 通 で あ る。 『忙 しい

の が わ か ら な い の 』 とい う言 葉 を両 親 は 絶 対 に 口 に して は な らな い。 す べ て の 親 は心 に

『聴 く』 とい う言 葉 を植 え つ け な くて は な らぬ」。自分 の 言 う こ とが聴 い て も ら え た と感

じ る こ とが で き さ えす れ ば … … 。 そ して ∴耳 を傾 け るべ き時 に心 を こめ て聴 くこ とが で

き さ えす れ ば ， どの よ うに な る であ ろ う… …。
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Ｆ ＥＩＮ 放 送 で 毎 日曜 日 ８：０５～ ８：３０ａ．ｍ

ま で 、 ス ポ ー ク ン ・ワ ー ドとタバ ナ クル

コー ラ ス が 放 送 され て い ます 。

聖 徒 の 道

１９６８年 １０月２０日発 行

振 替 口座 東 京 ７６２２６番

発行 人 兼 編 集 人 ウォル ター Ｒ．ビル ス

発行 所 東 京都 港 区南 麻 布 ５－ ８－ １０

末日聖徒 イエス・キリスト教会 電話 （４４２）７４３８

印 刷 所 太 陽 印 刷 工 業 株 式 会 杜

定 価 １００円

予 約 一 年 間 １，０００円 （外国４ドル５０セント）

電 報 受 信 略 号 「トウキ ョウ」 マ ツ ジ ツ
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